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結 核 專 門 雑 誌

BeitragezurKlinikderTuberkulose.Bd.82,H.3/4,1933・

L廿beckノ 接 種 材 料 ノ性 状 問 題 二關 ス ル研 究 糟 報

0.Kirchner:WeitereUntersuchungenzurFrage

nachderBeschaffenheitderLUbeckerImpfstoffe.

既 二人 ノ知 ツ テ居 ♪レ通 リ法 廷 デ ハLijbeck二 於 ク ルレ接

種 獲病 ノ原 因 ノ・、ソ ノ接 種 紡 料 ヲ作 ル ニ用 ヒ タ庭 ノ培

養 中 二病 原 性 結 核菌 タ ル キ ー ノレ」株 ヲ含 有 シテ居 タ

爲 ダ ト ノ見解 ヲ取 ツ テ居 ル、然 シ重 要 ナ 問題 ・・接 種 シ

タ モ ノ ガBCG1・Kiel株 トノ 混 合 デ アツ タ カ、或

ハ全 然Kiel株/ミ デ ア ツ タ カ ト云 フ鮎 デ ア11/。Br.

Langeハ 「キー アレ」株 ・・時 ニ ヨツ テ 異 ナ ルレ毒 力 ヲ現 ハ

ス特 殊 ナ菌 株 デ アル事 ヲ理 由1・ シ テ、 全 然Kie1株 デ

ア ツ タ ト圭 張 シタ が、之 レニ ・・諸 々 ノ矛 盾 ス ノレ鮎 ガ ア

ル、 著 者 ノ實験 ノ結 果 カラ 見 ル ト該 接 樋 材 料 ノ・BCG

トKie1菌 株 トが色 々 二混 合 シ テ居 タ モ ノ ト考 ヘ ルレヲ

妥 當 トー〈ル。(柴 田抄)

小 見期 二於 ケ ル結 核菌 ノ侵 入門 トシ テ ノ扁桃 腺

StureA.Siwe:DieTonsillenalsEintrittspforten

f廿rTuberkelbacillenimKindesalter.

原 登 性 ノ扁 桃 腺 結 核 症 ハ 小 見 一・・稀 レ デ両、年 齢 ノ塘

ス ニ連 レテ頻 度 ハ減 少 ス ノレ。臨 抹 上 扁 桃 腺結 核 症 ノ治

療 法 ハ其 レガ原 號 性 力、或 ハニ 次性 力 山 ヨ ツ テ何 等 ノ

差 異 ハ無 イ、前 者 ハ初 期 墜 化群 ノ傾 向 ヲ持 チ速 カ ニ血

行 ニ ョッ テ蔓 延 ス ノレ、叉 後 者 デ ハ他 二開放 性 デ アルレヵ
ロ

叉 ハ近 ク開 放 性 デ ア ツタ、結 核 病 竈 ガ存 在 ス ル ヵ ラ之

レヲ診噺 シテ治 療 セ 子 バ ナ ラ ヌ、何 レニ シ テモ 注 意 ヲ

要 ス ル。扁 桃 腺 結 核 症 ノ診 噺 ハ 臨躰 的 ニ ハ屡 々不 可能

ノ事 が ア,レ、吾 々ハ 當該 ス ル淋 巴腺 群 ノ活 動 性 結 核 症

カ ラ推 理 シテ之 レ ヲ確 認 ス ノレノデ ア ルレ。(柴 田抄)

少 青 年 ノ血 行 性 肺 尖 及 上 肺 野 病 竈 、酋 二進 行 性 肺

結 核症 二劃 ス ル意 義

Th.Plieninger:DiehamatogenenSpitzen・u.Oberf・

eldherdebeimKindeundJugendlichenundihre

BedeutungfUrdiefortschreitendeLungentuberku。

1。、el

肺 ノ上 部 二血 行 性 二生 ズ ル病 竈 ニハニ 種 ア ノレ、1.肺

尖 一 早 期 竈(Spitzen-FrUhherde)第1期 二 活 動 性 原 獲

竈 二績 獲 ス ルレ、而 シテ初 感 染 性 肺 瘍 ヌ.ハ 粟 粒 結 核 症 ト

ナ ラ ヌ時 ニハ 初期 墜 化 群 ト同時 、叉 ハ ソ ノ以 前 二灰 化

ス ルレ、2.肺 尖 一 後 期 竈(Spitzen・Sp5therde)第1期 ノ

後 二生 ズ ルレ。Simon氏 等 ニ ヨ ル ト1・ ・豫 後 ガi著 シ ク

良 好 デ ア ノレガ、2ハ 後來 青 春期 二再 號 シ易 イ ト云 ハ レ

テ居 ノレ。 著 者ハ血 行 性 上肺 野病 竈 ヲ有 ス ルレ少 年64例

ヲ槍 シタ、 第1群12例 、 鎧 骨 及 第 四 脊椎 棘 以 上;-1

個 乃 至 籔 個(或 ルレ者 ハ 雨 側 ノ極 メ テ小 デ、周 園 二攣i化

ナ キ病竈 ヲ有 スJt・モ ノ、之 レハ後 二進 行 シ タ モ ノハ1

例 モ ナ イ。

第2群 、52例 、 肺 尖 ヨ リ 第 二 肋 骨 迄 病 竈 が ア ツテ 中

二石 灰 陰 影 が見 エルレ、周 園 ノ肺 組 織 ニ ハ 多少 ノ周 圏 炎

暦 ヲ呈 ンテ居 ルレ、コ レ等 ノ モ ノノ、臨 抹 的 ニハ 第 一群 ト

ノく差 ナ ク肺 所 見 ハ殆 ド鉄 如 ン、赤 沈 ハ促 進 サ レテ居 ナ

イ、 療 養 所 ノ治 療 成 績 ハ良 好 デ アノレガ、後 ハ不 良 デ 中

25例48,07%ハ 開放 性 進行 性 肺結 核 症 ニ ナ リ、 就 中

11名 ・・既 二死 亡 シタ.コ ノ登 病 年 齢 ・・3名 ・・12年 以

前 、22名 ハ12-18年 、 ヌ.初 メ ニ病 竈 ヲ登 見 シテ カ ラ

肺 結 核 症 ノ再 陵 迄 ノ時 日ハ準 均3.43年 デ ア)t・・。

肺 尖 後期 竈 二封 シテ ハ 保 守 的 療 法 デ 病 竈 周 園 炎 が消

毯 セ ヌ場 合 ハ速 カ ー、肺 萎 縮 療 法 ヲ行 フ標 留 意 ス ベ キ

デ ア ル。(柴 田 抄)

小 見 ノ 開 放 性 肺 結 核 症 ノ實 際 的 頻 度 二 關 ス ル研

究

Opitz:UntersuchungenUberdietatsachliche

H乞ufigkeitoffenerLungentuberkuloseimKindesa・

lter.

小 見 ハ喀 庚 ヲ喀 出 シ難 イ カ ラ 種 々方 法 が講 ゼ ラ レァレ、
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刺 戟 シ テ咳 漱 ヲ起 サ セ 匙 叉 ・・布 片 デ 喀 庚 ヲ咽 頭 力ラ

探 ル、或 ハ 胃 ノ洗漁 液 或 ハ 糞便 ヲ槍 ス ル。 菌 ノ検 出 ニ

ハ著 者 ノ實 験 デ ノ・培 養 法 ハ 不 滞 足 デ ア ツ テ 「モ)レモ ヅ

ト」ヲ使 用 ス ル動 物 試 験 力"最モ 確 實 デ アル。 コ ノ方 法

ニ ヨルレ ト小 見 二於 テ甚 ダ屡 く結核 菌 ガ、排 泄 セ ラ レル

事 が分 ルレ、 即 チ各種 ノ結核 症 ノ小 見 患 者206人 中1()7

人 二菌 ガ謹 明 セ ラ レ 久 主 要 ナ ノレモ ノハ 乾酪 性 肺 炎、

播 種 性 結 核症 、年 ノ精 く大 キ ナ小 供 デー 度 開放 性 デ ア

ツ タ モ ノ ヲ合 セ テ21名 デ ハ総 テ 陽 性 、 粟 粒 結 核 症7

例 モ悉 ク 陽 性 、 結 核 性 贋 膜 炎11名 中9例Epituber-

kulose病 竈 岡 園 浸 潤48例 中42例 、 胸 内 腺 結 核 症5

例 中4、 肺 門 陰 影 ・振 大 セ ル モ ノ ろ0例 中13例 、 結 節

性i紅斑7例 中6例 、肺 以 外 ノ結 核 症34例 中19例 ノ陽

性 ヲ見 タ。

胃 洗瀞 水 中 二詮 明 セ ラ レルレ結 核 菌 ハ 殆 ド総 テ ガ嚥 下

サ レタ,レ肺 臓 喀 疾 カ ラ來,レ モ ノデ ア ノレ、脆 汁 ノ中 ニ ハ

結 核 菌 ・・肝臓 ノ病 攣 が アルレ場合 ニ ノミ腰 見 セ ラ レル。

1柴 田 抄)

小 見 ノ 結 核 性 肺 初 期 登 化 繋 二 於 ケ ル 銀 嗜 好性 繊

維 構造 二就 テ

M.B.Ariel:UberdieargentophilenFaserstruk-

turenimtuberkul6senLungenprim翫komplexhei

Kindern.

結 核 夜期 墜 化群 ヲ鍍 銀 法 ヲ用 ヒ テ検 査 ス ルレト、他 ノ組

織學 的方 法 ニ ヨル ヨ リモ 遙 カ ニ便 利 デ アル、乾 酪 性 物
　

質 中 ノ銀 嗜 好 性繊 維 ノ構 成 ヲ検 ス ル ト、原 號 竈 蛇 二部

位 淋 巴 腺 ノ 完全 ナ ノレ形 態 的 親 念 ガ 得 ラ レル ノ ミナ ラ

ズ、或 ルレ度 マデ病 攣 ノ輻 化 ヲモ知 ル事 ガ出來 ルレ。 就 中

特 二重 要 ナ ノノ・原 獲 竈 ト淋 巴 腺 トニ於 ケ,レ 病 攣 進 行

ノ比 較 ガ可 能 ナ ル鮎 デ ア,レ、原 猶 竈 ノ周 圏 ニ ア ルレ特異

性 ノ肉 芽 組織 帯 ハ 多 クノ 場 合績 イ テ 包 裡 蛇 二組織 化

ヲ起 シ再 獲 ノ現 象 ハ稀 デ アルレ、之 レニ反 シ淋 巴 節 デ ハ

増 殖 ハ概 シ テ肺 原 號竈 ヨ リ早 ク認 メ ラ レ,レケ レ ドモ 、

病 攣 ノ再 獲 ガ甚 ダ屡 く観 取 セ ラ レル。然 シテ淋 巴 腺 デ

再 腰 が起 ツ テモ 原 登 竈 デ 包 裡 ヤ 組 織 化 ノ起 ル普 通 ノ

経 過 ハ別 段 妨 ゲ ラ レァレ事 ハ無 イ。(柴 田抄)

氣 胸 ノ再 施 術 二就 テ

1.Bluhm:Ubererneutepneumothoraxanlegung

著 者 ハ同 側 肺 二封 シテ 再 度 氣 胸 療 法 ヲ 行 フ事 ノ出來

タ患 者3人 ヲ モ ツ テ居 ル、1例 ハ7ケ 年 間窒 素 デ氣 胸

療 法 ヲ行 ヒ3年 牛 ノ 間隔 ノ 後 二再 ビ 良 好 ナ ル氣 胸 療

法 ヲ行 フ コ トヲ得 タ、他 ノ1例 ハ3ク 年 ノ氣 胸 後8ケ
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年 中絶 シテ復 活 シタ、3例 中2例 ・・高 度 ノ癒 著 ガ アツ

タ が焼 灼 法 ヲ用 ヒ テ成 功 シタ。(柴 田 抄)

氣胸 及 ビ横 隔 膜 棘 経 捻 除 衝 ノ 適 賑 例 二 於 テ 療 法

ヲ賓 施 ヌ ハ拒 香 セ ル場 合 ノ尿 縷 的 結 果 二就 テ

RolfAhlenstie1:VberDauererfolgebeiPneumo-

thorax・undphrenicusexaireseindikationnachDu・

rchftihrungundAblehnungderBehandlung.

氣胸 療 法 ヲ實 施 セ ルレモ ノ344例 、 同 ジ ク捻 除 術298例

氣胸 戊功 セ ザ リ シモ ノ61例 、 氣胸 ヌ.ハ 捻 除 術 ノ適 磨

例 デ、之 レ ヲ拒 否 セ ルレ患 者170例 二就 キ3年 後 ノ状 態

ヲ検 ベ タ、氣 胸 デ完 全 二患 部 ノ萎 縮 ヲ來 シタ モ ノデ ハ

71.5%・ ・生 存 シ51.8%・ ・作 業 能 カ ヲ 有 ス ァレ ト云 フ好 一

結 果 ヲ見 久 他 側 二明 カナ 病 竈 形 成 ノア ルレモ ノニ於 テ

モ47.5%ハ 作 業 可能 デ ア 」レ。不 完 全 ナ氣胸 ・・同 ジ位 長

ク充 填 ヲ績 ケ タ例 デ モ、完 全 氣 胸 二比 シ!テ数 果 が明 カ

ニ劣,レ、廣 汎 ナ癒 著 ノ爲 二氣胸 が不 完全 ナ,レモ ノ ニ補

足 的 二捻 除 術 ヲ行 ヒ、爾 氣胸 ヲ績 行 ンタ モ ノ ニ於 テ モ

結 果不 良 デ ア ツ タ、之 レハ肋 膜 炎 ノ爲 二氣 胸 ガ 早 ク中

絶 サ レ、」又底部 ノ肥 厚 ノ爲 二捻 除 術 ノ数 果io"妨 ゲ ラ レ

タが故 デ ア,レ.強 イ肋 膜 癒 著 デ氣 胸 が失 敗 二終 ツ タ モ

ノ ノ中 デ ハ、之 レニ捻 除 術 ヲ施 シタ モ ノ ハ行 ハ ナ イ モ

ノ ヨ リモ良 好 デ ア ツ タ。輩 濁 手 術 トシ テ ノ捻 除 術 ハ 下

部 二病 竈 ア ノレモ ノニ ハ甚 ダ好 結 果 ヲ得 タ が、上 中肺 野 ・

ノ病 竈 二封 シテ ハ大 二劣,レ。肋 膜 炎 ノ アル 患 者 二不 完

全 ナ ノレ氣 胸 ヲ 績 ケ ル ヨ リモ 捻 除 術 が 成 績 ガ良 イが完

全 氣 胸 ノ出 來 タ例 二比 ス ルレ ト遜 色 ガ アル。療 法 ヲ拒 否

シタ患 者 ハ頗 ルレ結 果 ガ悪 イ、師 チ實 施 シタ モ ノ ト比 較

ス,レ ト3年 後 ノ生 存 者 ノ 比 卒 ハ 氣 胸 ノ例 ヨ リモ20%

叉 捻 除 術 ノ例 ヨ リ14%ダ ケ 劣 ノレ。片 側 ノ萎 縮療 法 ノ適

慮 二就 テ氣 胸 ト捻 除 術 ノ何 レ カ ト云 フ場 含 ハ、氣胸 ノ

方 ガ有 利 デ ア ルレ、之 レガ行 ヘ ナ イ場 合 ハ不 完 全 ナ氣 胸
ら

ヲ績ケルレヨリモ捻除術ヲ行フがr/、 然モ之 レハ底部

ノ肥摩ノ起 ラヌ前二急速二行フ必要ガア'%捻 除術/

後 二氣胸ヲモ績行スルレノハ結果力"良イ場合モ時 トシ

テアルが極 〆テ稀 レヂアル、上中肺野ノ疾患二封シテ

ハ捻除術ハ氣胸 ヨリ.モ大二劣リ初期蛇三永績的数果

ハ共 二疑ハシイ。(柴 田抄二L

横隔膜繍脛捻除衛ハ後幾 スル解剖的及ビ生理的攣化

ヲ考慮 シヌ臨淋的鼓果 ヲ他 ノ萎儲療法 卜比較スル時

如何ナル程度ノ治療手衝 ナリヤ?、 ソノ適照範園ワ縮

小

RichardNoack:WieweitistdiePhrenicusexairese
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eineHeiloperationinRUcksichtaufdienachfolgen

denanatomischuphysiologischenVeranderungen

undu.VergleichzumklinischenErfolgmitden

UbligenLungen・Kollapsverfahren?一 一Eineenge

UmgrenzungihrerIndikation.

長 イ題 ノ示 ス が如 ク捻 除f'術 二封 ス'レ悲 観 論 デ ァ ル。

捻 除 術 ヲ適 磨 スベ キ ハ次 ノ場 合 ノ ミデ アルレ、1.反 復

叉 ・・持 績 ス,レ喀 血 デ 氣 胸 法 、部 分 的 成 形 術 叉 ハ栓 塞 術

ノ不 可能 ナルレ場 合 、2.成 形 術 栓 塞 術 が絶 封 禁 忌 ノ時

3.氣 胸 ヲ行 ツ テ モ空 洞 ノ萎 縮 力癒 著 ノ 爲 二妨 ゲ ラv

然 モ焼 灼 法 ヤ成 形 術 が問 題 ニ ナ ラ ヌ時 、4.患 者 ガ成

形 術 ヲ拒 絶 ン捻 除 術 ナ ラ バ納 得 ス ァレ場 合.

次 ニ ス ベ テ ノ空洞 性 結核 症 二封 シ テ ハ、生理 的解 剖 的

及 ビ臨 抹 的理 由 カ ラ シ テ次 ノ場 合 郎 チ、1.氣 胸 が可

能 デ 他 二之V二 封 スJtz禁 忌 ナ キ時 、2.部 分 的叉 ハ完

全 成 形 術 ノ實 行 シ得 ル時 、3.成 形 術 ハ禁 思 デ モ栓 塞

ノ可能 ナ ルレ時 ニハ 捻 除 術 ・・治療 方 法 カラ除 外 サ ル ベ

キ デ アル ト。(柴 田抄)

1特 獲性 」滲 出 性肋 膜 炎 二就 テ

H.Zeckert:Uberdiepleuritsexsudativa

,,idiopathica馬t

今 日デ ハ 結 核 症 ト、特 獲 性 滲 出性 肋 膜 炎 トノ間 ニ ハ 直

接 ノ因 果 關 係 ガ アルレト云 フ事 へ 多 敷 ノ臨 抹 家 間 ノ定

説 デ ハ アル ガ、然 モ原 獲 性 ヲ意 味 ス,レ"idiopathica"

ナ ノレ語 ハ今 尚 保 存 サ レテ居リレ、之 レ・・多 〃 ノ例 二於 テ

臨 脈 的 ニモ 「y」線 的 ニモ 、結 核 症 ノ存 在 ガ詮 明 セ ラ レ

ヌ カ ラデ アル。更 二治 療 法 二關 シテ ・・ソ ノ獲 病 二關 ス

ル 以上 二定説 が無 久 或 ハ保 守 的 ヲ可 ト ン或 ハ積 極 的

二穿 刺 ヲ可 トシ テ居 ル。

著 者 ハ コ ノ所 謂特 登 性 肋 膜 炎60例 二就 テ 輕験 シ、 凡

テ 中 等度 叉 ハ重 症 ノ者 ニ ノ・保 守 的 療 法 ヨ リモ 、穿 刺 ヲ

行 ツ タ 方 が、自覧 的 苦 痛 が速 カニ清 失 ス ル ノ ミナ ラ ズ

他 箆 的症 朕 モ著 シ ク速 カ ニ除 力 の レ、卸 チ滲 出性 肋 膜

炎 ノ療 法 二關 ス ルレTrousseauノ 法 則(生 命 的 適 磨 ノ場

合 及 ビ中 等度 ノ 滲 出 液 デ 吸 牧 不 良 ノ 場 合 ハ穿 刺 ヲ行

フベ シ)・・今 日 モ爾 指 針 トス ベ キデ ア ァレ。(柴 田 抄)

急 性 ノ實 験 的 血 液 中 春 貧 血 症 二 高 地 蛇 二 低 地 二

於 テ 膠 性 酸 化 鐵 ヲ投 與 シ タ ル 場 合 ノ経 過 二 就 テ

WalterHeimann:Oberden～ アerlaufderakuten

experimentellenBlutgiftanamieimHδhenklima

undinTieflandeしmterDarroi(・hung、onKolloida-

lemEisenoxyd.
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「ピ ロヂ ン」一 ヨ ツ テ 惹 起 サ レタ 家 兎 ノ急 性 貧 血 ノ経

過 二射 シテハ 膠 性 能 働 性 ノ 酸 化 鐵 ノ 大 量 ヲ静 脈 内 二

注 射 シ テモ 影 響 が認 メ ラ レナ イ。高 地 或 ハ人 工 的 稀薄

空 氣(3000米)二 於 ケ)レ血 液 ノ 再 生 ハ 低 地 二於 ケ ル モ

ノ ・2倍 ノ速 度 デ進 ム、コ ノ促 進 性 刺 戟 ハ酸 素 分歴 ノ

減 少 二因 ルレモ ノ ト思 ノ・の レ。「ビ ロヂ ン」ノ血液 破 壌作

用 ハ 稀薄 空 氣 中 デ ハ減 弱 ス,レ、之 レハ明 カ ニ抵 抗 力 ノ

限 度 が大 キ ク ナ ル爲 デ ァ,レ。膠 性 酸 化 鐵 ノ静 脈 注 射 ハ

コ ノ酸 素 分塵 ノ低 下 ニ ヨルレ刺 戟 作用 ヲ 高 メ ル カ バ 無

イ、反 封 二大 量 ヲ用 ヒ ル ト、 赤 血 球 産 成 二i封 シテー 程

度 ノ妨 害 が現 ハ しつレ、之 レハ培 生 ス ルレ骨髄 ノ幼 弱 細 胞

二直 接 二作 用 ス ル爲 ラ シ イ。要 ス ル ニ コ/形 ノ鐵 刺 ノ・

貧 血 性 ノ動 物 二封 ン数 力 ガ無 イモ ノ ・標 デ アァレ。

(柴 田 抄)

肺 結 核 卜血 液 循 環

KarlRaithel:LungentuberkuloseundKreislauf.

肺 結 核症 二於 ケ;レ循 環 機 能 ヘ ノ影 響 ハ 、規 則 的 ノ現 象

デ ア ツ テ結 核症 が永 績 シ病 攣 が披 大 ス レバ ス ァレ程 、心

臓 及 ビ血 管 ノ故 障 が起 リ易 イ、一定 ノ運 動 ノ後 二血 歴

曲 線 ヲ槍 ス ル トコ ノ循 環 ノ障 碍 ヲ見 ル事 が出 來 ル、コ

ノ障 碍 ノ現 バ レル モ ノ・・進 行 性/モ ノデ100% 、 停 止

性 潜 伏性 ノ モ ノ デ50%ア ル.萎 縮 療 法 ハ 血 歴 二i野 シ

好 影響 が ア,レ。脈 搏 ハ頻 倣 デ ア ル ガ運 動 後 ハ特 二不 安

定 性 力'現・・v)レ。Kauffmannノ 試 験 ヲ行 フ ト大 多 数

ハ利 尿充 進 が認 メ ラ レルレ。(柴 田 抄)
●

肺 結 核 症 二於 ケ ル 非定 型 的赤 沈 反 懸

WemerIllig:AtypischeBlutsenkungsreaktionen

beiLungentuberkulose.

赤 沈 ノ速 度 が大 デ アツ テ モ、豫 後 不 良 デ無 イ例 及 ビ顯

著 ナ肺 臓 所 見 が有 ツ テ速 度 ノ 小 ナ ル實 例 二就 テ 述 べ、

萎 縮 療 法 ノ 適 否 ヲ定 メルレ 場 合 二 赤 沈 反 慮 ノ正 常値 二

左 右 セ ラ レナ イ様 警 告 シ テ居 ル。(柴 田抄)

肺 結 核 ノ尿 酸 代 謝

KattaBecker:DerHarnstiurestoffwechs(・lbeiLun・

gentuberkulose.

肺 結 核 症 ニ ア ツテ ハ尿 酸代 謝 ノ障 碍 が起 リ、血 液 中 尿

酸 量 が高 マ ル が 尿 中排 泄 量 ハ之 レニ 比 シテ 少 ナ ク正

常 ヲ保 ソ。血 中 尿 酸 量 ト肺 ノ病 墜 ノ輕 重 トハ 不行 ス,レ

尿 酸 代 謝 ノ障 碍 ハ 肺 結 核 症 ノ 病 型 ニ ヨ ツ テ 甚 ダ特 異

デ アル ラ シク、之 レヲ測 定 シテ 診 噺及 ビ豫 後 ノ少り噺 が

下 ン得 ノレ程 デ ア ノレ。郎 チ「プ リン」除 去 食 餌 ノ後 血 中尿

酸 「,lh'大或 ハ通 常 デ 、「プ リン」二富 ム食 餌 ヲ與 ヘ タ時
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二 尿 酸 量培 加 が 正 常 限 度 ヲ 越 ヘ ル モ ノ ハ 増 殖 性 デ ア

ル、叉 「プ リン」鉄 乏 食後 ニ モ、 尿 酸 量 ガ著 シク高 ク、

「プ リ ン」食 後 ニ モ 増 減/現 ハ レヌ モ ノ ハ 滲 出型 デ ア

ツ テ、 「プ リン」鉄 乏 食 後 尿 酸 量 が 正 常 以 下 二 低 ク、

「プ リソ」食 餌 後 ニ モ殆 ド不 攣 ノモ ノハ 萎 縮 型 デ ア ルレ
。

(柴 田 抄)

結 核 菌 ノ物 質 代 謝 二關 ス ル知 見 補 遺

L・M・Model,・J.P.GurjeffundA.M.Pirogoff:

BeitragezurKenntnisdesTuberkelbazillenstoffw・

eckels.

著 者等 ノ合 成 培 養 基 デ ハ 「アム モ ニ アイ オ ン」ハ 完 全

二清 費 サ レタ、結 核 菌 ハ 「グ リセ リ ン」ト葡 萄 糖 ト ノ盛

ンナ分 解 ヲ起 サ セ ル が獲 育 ノ 中途 デ ハ、蛋 白 ノ分 解 産

物 ハ作 ラ ヌ、後 者 ハ培 地 内 二 貯 ヘ ラ レテ居 タ、 同化 シ

得 ル窒 素 ガ清 費 シ蓋 サ レタ後 二起 ツ テ來 ル。菌 ノ培 養
　

ニ ヨル培 ・地ノPHノ 攣i化 ハ 結核 菌 ト「パ ラ」結 核 菌 ト

デ ハ各 々特 異 デ之 レニ ヨ ツ テ菌 株 ノ匝 別 が出來,レ。結

核 菌 ハ嬢 氣 的 條 件 ノ下 デ モ獲 育 が認 メ ラ レル。

(柴 田抄)

肋 膜 炎 及 ビ 其 レニ綾 ク 状 態 ノ 赤 沈 速 度 二及 ボ ス

影 響 二就 テ

H.Gudehus:OberdieBeeinflussungderBlutk6rpe・

rsenkungsgeschwindigkeitdurchd1ePleuritisund

《1erenForgezust5nde.

熱 ノ アルレ結 核 性 滲 出 性肋 膜 炎 ニノ・、沈 降 速 度 ノ・悪 化 ス

ル、乾 性 肋 膜 炎 モ 同様 デ アルレ、 肋 膜 炎 が消退 ス ルレ ト赤

沈 ハ正 常 二復 蹄 ス ル 、少 量 ノ滲 出 ノ・概 シテ影 響 セ ズ。

(柴 田 抄)

肋 膜 炎 多 登 性漿 膜 炎 及 ビ 各 結 核 性 漫潤 ノ 赤 沈 贋

二就 デ

FloraEiselsbergu.Ger、E.Patronikora:Uberdie

SenkungswertebeiPleuritis,Polyserositisundvers-

chiedenentuberkul6senInfiltraten.

著 者 ノ槻 察 シタ 臨 脈 的 結 果 カ ラ云 フ ト結 核 症/初 期

二於 テ赤 沈 速 度 が 著 明 二 早 〃ナ ノレ/・ ・常 二滲 出液 ヲ

生 ジタ モ ノ ト想像 シ テ ヨ イ、コ ノ意 味 カラ赤 沈 バ カ ・

ル初 期 疾 患 デノ・或 ノレ鑑 別診 断上 ノ意 義 が アJレ。但 ン同

時 二他 ノ臨 休 的ヱ 線 及 ビ 實 験 的 検 査 ヲ 併 用 ノ・ベ キ ハ

勿 論 デ アル。(柴 田 抄)

肺 臓 根 部 淋 巴 腺 ノ淋 巴 嚢 水 腫

FriedrichStoffen:LymphadenoceI{,derLymphdru・

senanderLungenwurzeL

輕 度 ノ 石 塵肺 患 者/肺 門 及 ビ 氣 管 氣 管 枝 淋 巴 腺 が嚢

腫 トナ ツ テ居 ター 例 報 告 デ アルレ、肺 根 部 ノ淋 巴腺 嚢 水

腫 ノ報 告 ハ未 ダ記 載 が無 イ。 柴 田抄)

結 核 患 者 ノ喀 疾 中 ノ無 知 ノ有 形成 分

Bernstein:UnbekanteFormenelementeimSputum

vonTuberku!osekranken.

短 イ豫 報 テ1アル.(柴 田抄)

携 幣 用 氣 胸 器具 ニ ヨル氣 胸 手 技 ノ簡 易 化

ErichLoeschke:EineVereinfachungderPneumo-

thoraxtechnikdurcheinentransportablenPneumo-

thoraxapParat.

Rekordノ 注 射 器 ヲ慮 用 シタ簡 便 ナ'レ器 械 ヲ紹 介 シテ

居,レ.(柴 田抄)

BeitragezurKlinikderTuberkuloseBd.82,H.5,1933 .

肺 結 核 ワ正 シ キ 時 機 二 認知 セ ラ レタ ル モ ノハ如

何 ナ ル欺 態 ナ リヤ

KarlZech:WiestehtesmitderrechtzeitigenErk・

ennungderLungentuberkulose?

830例 ノ病 歴 二就 テ 調 査 セ ル ニ其 内23%ハ 誤 診 ヲ受

ヶ タ ル モ ノ。17%ハ 診 噺 二 時 機 ヲ 失 シ タ)lzモ ノ ニ シ

テ登 病 後 直 二診 噺 セ ラ レ 適 當 二 治療 セ ラ レタ ル モ プ

ハ60%ナ リ。(矢 部 升抄1・

結 核 死亡 率 ワ減 少 卜一 般 死 亡 率 ノ關 係

E】r'hst,Furth:ZurAbnahmederTuberkulosemorta-

litStundderenBeziehungenzurallgemeinenSterb・

lichkeit.

1901年 ヨ リ1930年 二至 アレ統 計 二於 テ ー般 死亡19・ミハ 減

少 ン此 中結 核死 亡 卒 ・・結 核 以 外 ノ 釜死 亡率 二 比 較 ン

減 少 著 シ。(矢 部 升抄)
9

國 民 ワ結 核 二封 ス ル智 識 二就 テ

A.L.Peitmann:UberdieKenntnissevonder

TuberkuloseinderBev61kerung

學 者 市 民 大 學 生 勢 働 者 小學 生 二就 テ 結 核 二 就 テ ノ智

識 ヲ調 査 匂 レニ特 二 小學 生 が 結 核 二關 ス ルレ智 識 ノ鋏

除 セ ルレ事 ハ國 民 保 健 上警 戒 ヲ要 ヌ ベ キ事 ナ リ。

ll矢部 升 抄 〉
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、

肺結核 ノ再感染二於ケル初期 ノ病理解刮二關ス
■

ル嵜 與

W.H.Stefko:Beitr'agzurpathologischenAnatomie

derAnfangsstadiendesReinfektsbeiLungentuber-

kulose.

結 核 毒 二依 ッテ 全 〃正 常 ノ 組 織 抵 抗 ヲ 消 失 セ ル蕉 病

竃 二再 惑 染 二依 リ攣 質性 空 洞 ヲ生 ズ。(矢 部 升 抄 ン

第 一 肋 腎 ノ全 切 除 術

H.Kleesattel:ZurbtalresektionderIRIppe.

第 一 肋 骨 ノ 切 除 ハ 整 形 術 二必 要 トセ ラ レ乍 ラ 技 術 上

困 難 トセ ラ レ シ庭 ナ ル が、特 殊 ノ鉗 子 ヲ製 作 シ是 二俵

リテ 軟 骨 部 ト ノ境 界 ヨ リ切 除 ス ル事 二成 功 セ リ。

(矢 部 升抄)

同時 雨側 氣 胸 二於 ケ ル特 獲 性 氣 胸 二就 テ ノ批 判

A.Pollerbeck:KritischesUberdenSponta叩neu・

mothoraxalsKomplikationbeimgleichzeitigendo・

PPelseitigenPneumcthorax.

癒 著 ヲ有 セ ザ ル肋 膜 腔 二於 テ ハ,一 般 二吸 氣性 氣胸 ヲ

生 ズ ルレ事 ナ ク肺 二損 傷 ヲ有 セ ズ、縦 隔 賓 ノ輔 位 二俵 リ

テ起 ルレ症 状1・誤 プル ・事 ア リ。(矢 部 升 抄.1

肺 結 核 患 者 ノ心臓 機 能 検 査.

E.Witzenrath:HerzfunktionsprtifungenbeiLungen-

tuberkulosen.

220人 ノ開放 性 結 核 患 者 二就 テ静 脈 脈 搏 ヲ検 査 セ ノレニ

正 常 ナ ル モ ノ ハ2.3タ6、 輕 度 ノ異 常58・2%、 中等度 ノ

異 常23.6%、 高 度 ノ異 常15.9%ナ リ。110例 ノ開放

性 結 核 患 者 ノ血 歴及 ビ静 脈 脈 樽 及 ビKauffmann氏 水

試 検 ヲ行 へ,レニ血 座 、脈撞 、静 脈 脈 搏 何 レモ輕 度 二攣

化 ヲ示 セ ルレモ ノ最 モ 多 〃、Kauffmann氏 試 験 ・・陰性

ナ ル モ ノ多 ン(矢 部 升 抄)

關 節 及 ビ骨 結 核 患 者 ノ血 清 二 於 ケ ル 「カ ル シウ

ム」ノ性 欺 二關 ス ル研 究

N.OkuneffundSophieWolowa:Studi(・ntiberdie

ZustandsformendesCalciumsimSerumbeiGelenk

undKnochentuberkulose.

骨及 ビ關 節 結 核 患 者 ノ血 清 二於 テ ハ非 滲 透 性 「カルレン

ゥ ム誠 少 シ滲透 性 「加 レン ウ ム ・増 加 セ リ。

(矢 部 升 抄)

L6wenstein氏 法 二依 ル血 中結 核 菌 ノ讃 明

JosefSchramek:ZurNachweig.derTuberkelba・

ciU琶mienachE.L6wenstein.

322人 ノ肺 結 核 患 者 二就 テ522同 ノ血 液 培 養 ヲ行AJレ

ニ唯2同 ノ培 養 二成 功 セ リ。k矢 部 升 抄)

肺 結 核 ノ活 動 性 及 ビ豫 後 二關 ス ルTebeprotin反

懸 ノ診 断 的 廣値

FriedrichBarte1:Der、VertderdiagnostischenTe

beprotinreaktioninbezugaufAktivitatsgradund

Progno$ederLungentuberkulose.

「テ ベ プ ロ チ ン」反 慮 ヲ43名 ノ 肺 結 核 患 者 二就 テ追 試

セ ノレ結 果 、活 動 性 ノ程 度 ノ診 噺 及 ビ豫 後 ノ剃 定 二債 値

ナ キ モ ノ1・認 ム。(矢 部 升 抄)

氣 管 枝 喘 息 ノ器 質 的 墜 化 卜豫 後 二就 テ

MartinHamann:OrganischeErkrankungenund

Progn(》sebeibegutachtenFallenvonAsthomabro・

nchiale.

氣 管 枝 喘 息 ハ個 人 的素 因 、器 質 的 攣 化 トニ依 ツ テ起 リ

豫 後 ハ器 質 的 墜 化 ノ程 度 二依 リ、叉 内 分 泌 循 環 系統 障

碍 二依 ル モ ノ ー シテ結 核 ハ叉 喘 息 ノ誘 因 トナ リ、叉 開

放 性 結 核 二依 ツ テ喘 患、ノ症 状 ヲ呈 ス ル事 ア リ。

(矢 部 升 抄)

支 那 二於 ケ ル結 核 ノ分 布 二就 テ

PanDsclleKou:BcitragzurFragederTuberk・

uloseverbreitunginChina.

中 部 及 ビ南 部 ハ北 部 及 ビ西 部 二比 シテ 多 ク、南 部 ニ ハ

急 性 結 核 が 多 〃腺 及 ビ結 核 ハ北 部 二多 シ。(矢 部 升 抄)

Zeitschr量ftf並rTuberkuloseBd.64,H.1/2,1932.

RobertKochガBerlinノ 生理 學 會 二 於 テ.結 核 菌

ノ登 見 ヲ、始 メ テ駿 表 シ、 之 レニ依 ツ テ、 結 核 ノ研 究

及 ビ治 療 二關 シテ、 一 新 紀 元 ヲ劃 シテ以 來 、 擶50週

年 ヲ経 タ ル ヲ以 テ,之 ヲ記 念 ス ルレ爲」二、1932年4月

24日 科 學 者 力"集 リ祭 典 ヲ行 ヘ リ。 此 ノZeitschriftfur

Tuberkuloseモ 亦 現 代 馨 學 ノ歴 史 二於 テ、終 始 蓋 力 ス
'
ノレ立場 ヨ リ・ 此 ノ 大 猶 見K・ ヲ 回想 ス)レ義 務 ヲ有 ス。

RobertKochノ 死 後22年 ヲ経 タ ル今 日モ猫 、 科 學 的

研 究 二於 テ モ、治 療 的方 面 二於 テ モ何 等 ノ特 別 ノ進 歩
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ヲ見 ヌ ノ ヲ恥 ヅ。 故 二此 ノ記 念號 ヲ獲 刊 シテ、種 々 ノ

肚 會及 ビ國 々 ヨ リ ノ現 今 ノ情 勢 ヲ記 載 ジテ、大 科 學 者

二封 シテ 禮 ヲ盤 ス。(三 帥 抄)

結 核 菌 襲 見 ノ臨 淋 的 意 義

Ern・tv・nR・mbe・g・DieBedeutungde・Entde・kung

desTuberkelbazillusftirdieKlinik .

結 核 菌 ノ登 見 ガKochニ ョツ テ10/1▽1882_Ber.

linerKlinischenW・ ・henschrift二XXサ レテ以 來
、

結 核菌 二關 ス ノレ細 菌學 方 面瀞 傳 染 病 學 的 立場 ヨ リ將

叉 有毒 作 用 ノ外 二、結 核 菌 ノ獲 見 ハ結 核 病 二封 ン、 一

新 時 代 ヲ來 シタ、即 チ初 感 染 、再 感 染、 重 感染 等 凡 テ

結 核 圏病 上 重大 意義 ヲ 來 ンタ 事 等 ヲ 考 へ 、Robert

Kochノ 結 核 菌 獲 見 ノ 大 事跡 ヲ 想起 シテ 深 ク感 謝 ス

ル・(三 紳 抄)

F.Sauerbruch:RobertKoch

RobertKochノ 結 核 菌 號 見50年 記 念 日 二當 リ
、獲 見

ノ偉 大 ナ,レi業績 ヲ讃 へ、 且 ツ、其 ノ後 ノ彼 ノ功 蹟 ノ絶

大 ナル ヲ述プ 。(三 紳 抄)

結 核 菌 獲 見 二關 シテニ 三 ノ推 論

RobertPhilip:DieEntdeckungdesTuberkelbazillns:

einigederFolgerung.

RobertKochノ 結 核 菌 號 見 ノ讐 學 會 二 於 ケ ♪レ不 滅 ノ

業 績 タ ノレニ 野 シ行 ～ レ記念 激 二際 シ、 認 憾 謝

ヲ捧 グ ルレ磐 學 會 ノ何 レ ノ他 ノ範 園 二有 ツ テ モ
、覗 察 二

於 テ將又 實 地 二於 テ モ、Kochが 結 核 菌 ヲ號 見 ンタ爲,

二來 ンタ様 ナ・ 攣 化 ヲ來 ンタ 事 ・・無 イ、爲 二罹病 率 ハ

極 度 二少 クナ リ、 各 國 ノ死 亡 率 ハ 急 速 二減 少 ンタ、

RobertKoch・ ・吾 人 ノ健 康 ノ基 礎 ヲ作 リ
、 吾 人 ・・之

ヲ築 キ ァゲ ル ノデ アノレ、彼 ノ偉 大 二野 シ漏 腔 ノ讃 僻 ヲ

呈 ヌ。(三 紳 抄)

結 核 菌 襲 見 ハ 病 理 解 剖 學 二何 物 ヲモ タ ラ シタ カ?闘
RHuebschmann:WashatdieEntdeckungdes

TuberkelbazillusderPathologischenAnatomiege・

leistet?

RobertKoch二=ツ テ結 核 菌 ガ獲 見 サ レテ
、50年 ヲ

経 タ今 日 二於 テ モ、病 理 解 剖 學 ニ ハ何 等 實蹟 が纂 ラザ

ノレノ ミナ ラ ズ、猫 不 可 解 ノ問 題 ガ淺 サ レテ居 ル、 斯 ル

登 見 ノ影 響 ノ大 ナ ル事 ハ言 語 デ ハ言 ヒ現 ハ ン得 ヌ、他

ノモ ノニ比 較 ス,レニ化 學 者W6hler氏 ニ ヨツ テ尿 素

ノ組 成 力顎 見 サ レタ様 ナ モ ノ デ ア ルレ、然 ノレニ化 學 界 二

於 テ ハ之 レ以 來 急 速 ノ進 歩 ヲ見 タル モ、一 方結 核 二於

テ ハ共 後 ノ進 歩 極 メテ少 ナ ク、殊 二病 理 解 剖 學 二於 テ
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ノ登 達 ノ遅 キ ヲ恥 ヅ。 「三 紳 抄)

喀疫 中 二於 ケ ルKoch氏 菌(結 核 菌)ノ 検 索 卜肺

結 核 ノ診 断

L60nBernard:DerNachweisdesKochscbenBazi-

11usimAuswurfunddieDiagnosederLungentuber-

kulose.

RobertKochノ 結 核菌 登 見 ノ 重 大意 義 ハ 、 今 更 喋 々

ヲ要 セ ヌ、 結 核 患 者 ノ喀 疾 中 二、菌 が出 ル 出 ヌ ハ、肺

結 核 ノ診 蜥 二於 テ ・・、左 程 重 要 ノ事 デ ハ ナ ク、 假 令 菌

ヲ認 メ得 ヌ トモ、診 噺 ・・ツ ケ得 ル。 併 シ喀 疾 中 二菌 ノ

詮 明 ヲナ シ得 ノレ事 へ 肚 會 術 生學 上 債 値 ア リ、 且 ツ喀

嬢 二菌 ガ存 在.ス レバ、診 噺 上 他 二支 障 ヲ來 ス が如 キ症

候 ア リ トモ、 肺 結 核 ト決 定 シ得 ル、故 二臨 林 讐 學 上 、

診 噺 ヲ早 メ、 爲 二豫 防上 、 治 療 上 盆 ス ルレ所 が多 イ。

(三 紳 抄)

RobertKochノ 業 績 卜最 近 ノ結 核 ノ實 験 的 研 究

BrunoLange:DasWerkRobertKochsunddie

neuereexperimentelleTuberkuloseforschung.

Kochノ 結 核 二關 ス;レ報 告 ノ内 ノー ツ、 假 之 、結 核 ノ

免 疫 二就 テ ナ セ ル研 究 ノ如何 二偉大 ナ ル モ ノ カ バ、此

ノー ツ ノ 問 題 ス ラ今 猶 解 決 、 了解 出來 得 ヌ 程 ナ リ、

Koch・ ・死 後 吾 人 二不 滅 ノ遣 産 ヲ残iシ テ逝 イ タ、 吾 々

ハ 今之 ヲ解 決 シ得 ヌ トモ、少 シ モ恥 ト思 ハ ヌ、 夫 レハ

後 カ ラ來 ルレ者 が、立派 二完 成 シテ下 サ,レ爲 二残iスb考

ヘ ル カラ、Kochノ 精 紳 ・・彼 ノ病 原 菌 登 見 ト共 二永 遠

二傳 へ 淺 サv、 彼 ノ死 後20年 間 臨 躰 學 上
、 豫 防 學 上

將 叉病 理解 剖學 上 ノ仕事 ハ 常 二、彼 ノ名 器 ヲ物 語 ル モ

ノデ ァ,レ。(三 紳 抄)

RobertKochノ 菌 卜結 核 春 素 ノ見得 ヌ成 分

A.Calmette:RobertKochsBazillus'unddieunsi-

chtbarenElementedesTuberkulosevirus .

Kochノ 費 見 セ ノレ結 核 菌 毒 素 ノ濾 過 性 物 質 二就 テ ノ研

究 登 達 へ 吾 々 ノ最 良 ノ方 法 ト信 ジ テ ヰ タ モ ノ モ、 猫

鉄 鮎 ア リ・ 今猫 研 究 中 ナ リ ト錐 モ、今 ヤ濾 過 性結 核 菌

毒 素 ノ存 在 ノ・、一 般 二認 ムル ナ リ、 帥 チ結 節 ヲ作 ラ ヌ

結 核 性 疾 患 ア リ、 而 モ、此 ノ根 本 問題 二考 へ及 ベ バ 、

結 局Kochノ 結 核 菌 登 見 ノ仕 事 ノ成 果 二外 ナ ラ ヌ。

(三 紳 抄)

人型 結 核菌 種 ヲ41年 間 ワ長 キ ニ互 ツ テ ノ植 へ縫

ギ ニ殊 二之 ノ青 力 問題 ノ歴 史 二就 テ

EdwardRBaldwin:ZUchtungeinesTuberkulbazi .

11usstammes(Typushumanus)w5hrendeinesZeitra .
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umesvon41Jahren,einBeitragzurGeschichte

derVirulenzfrage.

著 者 等 ハ良 ク慣 レタ研 究 方 法 ニ ヨツ テ、人 型 ノ病 的 結

核 菌 デ、Dr.Trudeauガ1891年 ノ分 離 セ ルモ ノ ヲ40

年 間 動 物 禮 ヲ借 リ ズニ植 工纏 イデ 、猶 共 ノ性 質 ノ攣 ラ

ヌ菌 種 ヲR1ト 定 メ タ、 之 ハ 毒 力 ガ 非 常 二弱 ク ナ ツ

テ、 善 通 ノ條 件 デ ハ最 早病 的 ニ ナ ラ ヌ、大 禮 二於 テ8

年 間 植 工 縫 イ ダモ ノハ、 病 的 徴候 ハ 吾 人 ノ膿 ニ ハ 起

サ ヌ カ"、Saranac氏 ノ研 究 室 ノ仕 事 ヲ 見Jレ ニ動 物 實

験 二 於 テ 牛 型 ノ モ ノニ 猶 重 感 染 シ得 ル ト云 フ、1922

年 二Kraus,Willis氏 ・・ろ年 間 二3同 ノ 感 染 試 験 ヲ

Tuberkulin陰 性 ・動物 二 行 ツ タ ヵ"一定 ノ成 績 ノ・得 ラ

レナ カツ タ ト聞 ク。 三 紳 抄)

最 近50年 間 二於 ケ ル結 核 死 亡 率 ノ滅 少

B.M6;lers:DieAbnahmederTuberkulosesterbli-

chkeitindenletzten50Jahren.

濁 乙 二於 ケ ル結 核 ニ ヨ)レ死 亡 率 ・・、Koch二 」ツ テ結

核 菌 が獲 見 サ レタ1882年 ニ ノ・人 口10000人 二封 シ、

31.8人 ノ割 合 ナ リ ン が50年 後 ノ1927年 二 ・・8・7人

二減 少 シテ、欧 洲 ノ最 低 死 亡 率 國 二近 ヅ ヒツ ・ア リ、

而 モ最 近 ノ死 亡 者 ハ5-10歳 程 ノ小 見 二多 ク、成 人 ノ

死 亡卒 ハ極 度 二減 少 シタ。(三 紳 抄)

Tuberkulinノ 診 蜥 學 上 並 二治療 學 上 り慣 値

0.Roepke:Diediagnost.scheundThera.peutische

BedeutungdesTuberkulins.

Kochノ 結 核 菌 腰 見 ニ ヨ リ、Tuberkulinノ ・獲見 ヲ來

シ、 之 ニ ヨ ツテ、Tuberkulin療 法 二 磨 用 サ レ、 途 ニ

ハ結 核 ノ診 噺 上 猷 ク ベ カラ ザ ル モ ノ トナ レ リ。

(三 紳 抄)

結 核 性 海 狽 二Tuberkulinノ 皮 内反 懸

E.KUster,W.Strempel:DieAuswertungvonTuber・

kulindurchintrakutanePrUfungamtuberkul6sen

MeersChweinchen.

Tuberkulinノ 皮 内 試 験 二際 シ 注 意 ス ベ キ ヲ、3ソ ノ

種 別 二分 チ 考 フル ニ、第 一 ハ 皮 府 蛇 二皮 内試 験 二共 通

二川 ヒ得 ル製 刺 ヲ作 ルレ事 デ アルレ皮 内 反 鷹 二於 テ ハ24、

48、72時 間 後 二 於 ケ ル質 的 虹 二1,1:的攣 化 ヲー 定 ス ル事

1・、 次 ・・使 川材 料 ナ ルレTuberkulin・ ・常 二標 準Tuber-

kulin二 比 較 シテ 債 値 ヲー 定 ニ シ、 最 後 ハ 使 用 動 物

少 ク トモ16回 ノ試 験 二凡 テ 同 ジ、 成 績 ヲ現 ハ ス ヲ要

ス.(三 紳 抄)

家畜結核ノ豫防 トシテノ結核菌獲見 ノ債値二就

録 【第12巻

テ

B.Bang:UberdieBedeutungderEntdeckungdes

TuberkelbazillusfUrdieBekampfungderHaustie・

rtuberkulose.

著 者 ハ デ ンマー ク デ行 ツテ居,レ 方 法 二 從 ツ テ、 結 核

二感 染 セル 家 畜 ノ救 療 二Tuberkulinヲ 慮 用 ンタ。 臨

抹 上 健 康 ノ牛 ・・健 康 ノ 檀 ヲ 分 娩 ス ルレカ"、Tuberkulin

陽性 ノ牛 カ ラ生 レタ モ ノモ、感 染 セ ヌ標 二保 護 ス レ・・

健 康 二育 ツ、夫 レニ ハ 陽性 ノ牛 カ ラ生 レタ檀 ハ 直 二他

二移 シテ、授 乳 ニ ヨル 感 染 カ ラ遠 ザケ ノレ.斯 ク シテ吾

々ノ・感 染 セ ル家 畜 ヵ ラ無 感 染 ノ種 類 ヲ作 リ、北 米 ヵ ラ

家 畜 ノ結 核 ヲ絶 滅 シ得 ル ト思 フ.(三 紳 抄)

牛 ノ結 核 二劃 ス ル豫 防

H.Miessner:DieBekampfullgderTuberkulosedcs

Rindes.

家 畜 ノ開 放 性 結 核 ヲ見 出 シテ 、他 二感 染 ノ恐 レナ イ様

ニス ル ニ ・・、目 下年 一 度 行 ツテ 居 ル健 康 診 漸 ヲ年2同

}・ナ ス 要 ア リ、 帥 チ方 法1・ シテ ・・Tuberkulinヲ 撮 取

シテ其 ノ成 績 ヲ耳 朶 二記 入 ス ル ナ リ、新 二購 入 セ ルレ家

畜 ・・小 屋 二入 の レ前 二、Tuberkulin反 鷹 ヲ診 レカ、

叉 ノ・氣 管 ノ粘 膜 ノ 分 泌物 ヲ細 菌 學 的 二 検 査 ス ノレ要 ア

リ、今 日用 ヒ ラルレ・結 核 菌 ニ ヨ ルレ牛 ノ免 疫 ノ・、 少 ク ト

モ牛 二關 シテ ハ信 ジ得 ズ 猫 研 究 ノ 除 地 ア ルレモ ノ ト考

フ.(三 紳 抄)

狼 瘡 ノ結 核 菌 型

A.StanlyGriMth:DieTuberkelbazillentypenbeim

Lupus.

188例 ノ皮 膚 結 核 患 者 ヨ リ、結 核菌 ヲ培 養 セ ルレニ、95

例 ・・人型 ニ テ93例 ハ 牛 型 ナ リキ、此 ノ93例 ノ牛 型 ノ

内31例 ハ動 物 試 験 ニ テ毒 性 非 常 二 強 久 淺 リ ノ62例

ハ毒 性 弱 ク通 常 ノ牛 型 ノモ ノ ヨ リ減 弱 セ リ、併 シ此 ノ

内 ニ モ時 二人 型 二 近4症 状 ヲ 起 セ シモ ノア リキ。95●

例/ノ ・型 ノ内34例 ハ海 猿 二野 シ毒 力 強 キ モ 淺 リ ハ割

合 二 弱 シ、 皮 庸結 核 患 者10例 ・・内 臓 結 核 ヲ有 シ、 内

7例 ハ毒 力 弱 カ リキ(内6例 ハ 牛 型 、1例 ハ人 型)、 叉

此 内 ノ1例 ヨ リハ3種 ノ牛 型 菌 ヲ登 見 セ リ、内2種 ハ

毒 力 弧 ク1例 ハ射 カ リキ。

6例 ハ 皮 牌 結核b同 時 二、内臓 結 核 ヨ リ同 時 二菌株 ヲ

培 養 シ タ ノレニ 内3例 ハ皮 膚 ヨ リ得 タ ル モ ノ弱 ク、2例

ハ雨 者 ノ毒 カ ー 致 シ1例 ハ共 二 牛 型 ニテ 毒 力 非 常 二

弱 ナ リキ。(三 紳 抄)

結 核 薗 中 審 ノ問 題 二就 テ
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E,L6wenstein:BemerkungenzurFragedcrTuber-

kelbazill5mie.

結 核 菌 中 毒 ハ感 染 後 非 常 二 早 〃 起 ル モ ノ デ ア ノレ、何 レ

ノ場 合 ニ ア ツ テ モ 、 臨 駄 上 ヌ.ハR6ntgen診 噺 上 、 徴

候 ノ現 ハ レノレ前 二生 ズ ルレ。斯 ノレガ故 二結 核 菌 中毒 ヲ確

定 ス ル ニ ハ、爾 多 ク ノ努 力 ヲ要 ス、 即 チ細 菌 學 者 ト臨

沐 磐 家 トガ今 ヨ リモ ー 層此 ノ問題 ノ 爲 二 相 提 携 ス ルレ

ヲ要 ス。 「三 紳 抄)

Zeitschrlftf並rTuberkuloseBd.64,H.3,1932.

DerL廿beckerTuberkuloseprozeB.

本號 ・・濁 逸Liibeck二 於 テ惹 起 セ ラ レ 殉 レB.C.G.

投 與ニ ヨノレ悲 惨 事 二封 シ 諸 大家 が 略 ζ下 読 ノ質 問 二

封 シテ 各 自 ソノ意 見 ヲ獲 表 シテヰ ノレ。 帥 チLtibeck批

到 號 トモ構 スベ キ モ ノデ ア ルレ。然 シ・テ諸 大 家 ノ意 見 ・・

ソ ノ末 葉 二至 ツテ ハ異 ルレ所 モ アノレが、大 盟Ltibeck事

件 ノ原 因 ハB.C.G.菌 ト他 ノ 有 毒 ナ ノレ結 核 菌 株

(Kiel株)ト 間 違 ヘ タ カ、 或 ハ 混 合 ンタ ・メ ニ起 ツ タ

モ ノデ アル ト云 フ鮎 ニー 致 シ テ ヰ ノレ.次 二大 盟 獲 ンタ

質問 ヲ下 二列 塞 ス ル。

1.1)1927年3月1日 登 表 ノ術 生 局告 示 ・・如何 ナ ルレ

意 味 二解 ス ベ キ デ ア1レカ。

2)Calmette氏 法 施 行 前 二 爾 一 度 動 物 實 験 ヲナ

スベ キデ ア;レカ。

3)B.C.G投 與後 引績 キ ソ ノ小 見 ヲ特 者 摺li見寮

ス ベ キ カ、 或 ノ・Calmette.氏 ノ意.見 ノ如 ク1;ケ 月

後 ソノ成 積 ヲ診 ルレタ メ ニ診 察 ス レ バ足 リル ノノ

4)最 初一 同 ノ投 與 ニ ヨ リ小 見 ノ健 康 ノ」害 サ レa

ルレモ ・カ、 或 ハVaccin一 有 毒 菌 ガ 入 ツテ ヰ ・・Z

カ、叉 ノ・3同 ノ投 與 ニ ョ リ始 メ テ健 康 ガ 害 サ レタ

'レモ ノナ リヤ 否 ヤ。

;))B.C」G.投 與 ガ非 常 二危 瞼 ガ ア ツタ ト解 ツ テ

カ ラ、既 二獲 病 セ ルレモ ノ、 叉 ノ、投 與 サ レシ小 見 ノ

獲病 ヲ救 助 、或 ハ 阻jLシ 得,)レ方法 ア リヤ 否 ヤ。

2.1)當 時 一 般 讐學 界 ハB.C.G.投 與法 二i封 シ ソ

ノ無 害性 、及 ビ有 数 性 ニ ツキ如 何+ノ レ意 見 ヲ有 ン

テ ヰタ カリ 、.,

2)L廿beck研 究 所 ノ設 備及 所 員 ・・B。C.G.'培 養

及 ビEmulsion製 造 二適 シ テ ヰ タ カ否 ソ」。

3)LUbeck研 究 所 二於 ケ1レB.C.G.培 養 及 ビ

Emulsion製 造法 二i遣憾 ノ黙 ・・ナ カ ツタ カ。

のG・ie・e少 年(最 初 二獲 病 セ ・レ小 見 ノ名 前)ノ

症 状 カ ラ投 與 セ シB.C.G.二 疑 問 ガ起 リ ハ シナ

カッ タ カ若 シ 疑 問 ガ ア ツ タ 場 合再 度 動 物 實 験 ヲ

ス ァレ必 要 ハ ナ カ ツタ カ。

;;.

4.

5.・B.CG.ヲimpfenシ タ動物 ノ ソ ベ ル ク リ

ン」死 ニ ヨツ テ培 養 が 前 カ ラ有 毒 デ ア ツタ ト云 フ

疑 問 が ア リハ ンナ カツ タ カ。

6)Griese少 年 二與 ヘ タB.C.G・ ・以 前 カ ラ有

毒 デ ハ ナ カツタ カ。

7)早 ク残iリ ノEmulsionヲ 贋 棄 ス レバ 不 幸9モ

ッ ト小 サ クナ ン得 ナ カ ツ タ カ。

7ツ ノ細 菌學 的 疑 問 二分 タ レテ ヰ ノレ。

浩 局Ltibeckノ 辺1惨事 ノ 原 因 ・・何 デ ア ル カ1・云

フ最 後 ノ問題 ニ フ レ、B.C.G.菌 ガ 何 等 カ ノ原

因 ニ ヨ ソ テ有 毒 ニナ ッ タノ カ汐 覧・・他 菌 椥 ・間 違

ヘ タ ノ カ叉 ・・其 ノ有 毒 結 核 菌 がB .C.G.培 養 中

二混 入 シ タ カ ノニ 問 二分 ク レテ ヰ ルレ。

ノく膿 以上 ガ諸 た家 二提 出 ン ク質 疑 デ コ レニ封 シ、各 自

同 答 ヲ獲 シテ ヰ,レ。 以 下大 略 ノ同 答 ヲ記 ヌ.

B.Lange:

Lifbeck二 於 ケ ノレB.C.G.投 與 ・・當 時學 界/見 地 カ

ラ見 テ 何等 批 難 サ ル ベ キ 事 デ ハナ イ。B.CG.投 與

後 引績 キ ソノ小 見 ヲ槻 察 ス,レ必要 ハ ナ イっ多数/小 見

がB.C.G.投 與 ニ ヨ ツテLiibeck二 於ケ1レ ガ如 キ結

呉 ヲ示 シタ事 ・・ナ カ)ソタ カ ラデ アルレ。Ltibeck研 究 所

・・カ ・ノレ重 要 ナ,レImpfstoffヲ 作,レ ニ ハ ソ ノ設 備 ・・

充 分 デ ア ル1・ハ云 ヘ ナ4ノ ミナ ラ ズ、 所長Deycke

氏 ・・籐 リニ多 忙 デ充 分 二AssistentillAnnaヲ 督 出 來

ナ カ ツタ憾 ミガ ア ルレtAnna嬢 自 均細 菌 學 的智 識 二訣

ケ ル所 が ア ツ ・a.之 ヲ要 ス1し 二Liibeck研 究 所 ノ如

キ場 所 デ カ ・)レ重 要 ナ ルImpfstoffヲ 製 造 スァレノ ガ間

違 ツ テ居 リ、 ソ ノ第 一 責 任 折ハD・ ・yρke氏 デ ア,レ。

當 所 デ用 ヒ ・,zB.C.G.薗 ハKoch研 究 所 デ研 究 ・y4z

所 、有 毒 菌 デ ア ツ ク、 而 ンテ ソ レハKielヨ リ來 タイi

毒 結 核 菌株 ト非 常 ニ ヨ ク 似 テ 居 タ。 最 初 二 獲 病 ジ7

Griese少 年 ヲ 先 天 性 結 核 ト診 断 シaノ ・・ドウ見 テ モ

非 常 ナ 誤 リデ ア ル。
ヨ

Ltibeck事 件 ノ原 因1・ シテ 次 ノニ ツ ノ可能 性 が考 ヘ ラ

レつ レo

、
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1)B.C.G.菌 力"有毒 ニ ナ ソ タ カ、

2)B.C.G.菌 ト他 ノ有 毒 結 核 菌b間 違 ヘ タ カ

B.C・G.ガ 有 毒 ニ ナ ツ タ ト云 フ事 ハ種 々 ノ箕 験 ノ結

果 否 定 ス ル ヨ リ他 ハナ イ。 ス レバ結 果 ハB.C.G.ト

他 ノ有 毒 菌株 ヲ間違 ヘ タ ト断 ジナ ケ レバ ナ ラ ヌ。唯 小

見 全部 ガKiel株 ヲ投 與 サ レタ ノカ、 ソ レ トモ純B.

C.G・ 菌 トー 緒 二混 合 シテ 投 與 サ レ タ ノ カノ・正 確 二

噺 定 シ得 ナ イ。 然 シ著 者 ハ ム ジ ロ純Kiel株 ヲ投 與 ン

タ モ ノデ ア ラ ウ ト云 ツ テ ヰル。B.C.G.1・Kie1株

ヲ取 リ蓮 ヘ タ 期 間 ・・192911寸0月 末 カラ11月 末 マ デ

ノ間 デ アル。(隈 部 抄)

Uhlenhuth:

氏 ノ・先 ヅCalmette氏B.C.G.法 二¥・tスルレ自己 ノ所

懐 ヲ蓮 ベ テ日 ク。人 間 二結 核 生 菌 一一・一タ トへ如 何 二弱

毒 サ レシ物 ト錐 モー 一 ヲimpfenス)レ1・ 云 フ事 ・・一 般

二 承認 出 來 ナ イ 。1927年 衛 生 局 告 示 ハ モ ソ ト細 心 ノ

注 意 ヲ以 テ 考 へ 子 バ ナ ラ ナ イ物 デ ア ル。B.C.G.菌

ハ使 用 前 勿論 動物 實験 ヲス ベ キデ アツ タ。Impfenシ

タ 小 見 ヲ 投 與 後 引績 キ 親 察 ス ベ キ ヤ 否 ヤ ニ關 ンテ ・・

Ltibeck二 於 テ ・・Calmette氏 原 法1・ 異 ツタ(培 養 等

ニ ツ イテ)方 法 ヲ用 ヒ タ 以 上 讐 者 ト ンテ當 然 観 察 ス ベ

キ道理 デ アル。小 見 等 ハ恐 ラク ハ唯 一 同 ノ投 與 ニ ヨ ツ

テ 罹 患 セ,レモ ノ ナ ラ ン。一 度 罹 患 セ ル以 上 何 等 施 ス ベ

キ術 ハ ナ イ。

當 時 學 界 ノCalmette氏 法 二封 ス ルレ賛 否 、及 ビ無 害 性

ノ有 数 性 二關 シテハ ー 致 セ ルレ意 見 ハ ナ カ ツ タ。賛 否 牛

シテ 居)レ。 氏 自均 ノ・calmette氏 法 ソ レ自均 二疑 ヲ有

シテ ヰ ル。LUbeck研 究 所 及 所 員 ニ ノ・遣 憾 ノ黒占ガ多/。

且 早期 ニ ソ ノ誤 リヲ登 見 シEmulsionヲ 慶 棄 シタ ラ不

幸 ハ モソ ト少 クテ ス ンダ ラ ウ。 次 二氏 ハB。C.G.菌

ノ有 毒 ニナ リ得 ルレヤ 否 ヤ ニ ツ イ テ、B.C.G.菌 ハ時

ニ ア,レ條 件 ノ下 デ 有毒 ニ ナ リ得 ル ガ、コ ノ問 題 二關 シ

テ ノ・Dispositionノ 問 題 モ入 ツ テ來 ルb云 ツ テ ヰ)t/。

氏 ハ 次 二氏 自勇 爲 セルレ種 々ノ 細 菌學 的研 究 ヲ報 告 シ、

結 論 トンテ 、Ltibeck事 件 ハB.C.G.菌 〉他 菌 株 ヲ

間違 ヘ タ ト噺 ズ ル ノ ガ最 モ正 シイ ト云 フ テ ヰ,レ。最 後

二氏 自身 ノ研 究 ノ結 果B.C.G.菌 モ時 二有 毒 ニ ナ リ

得 ル可 能 性 ヲ 有 ス ル 事 ヲ忘 レテ ハ ナ ラ ヌ ト附 言 シテ

ヰ ル。 且 、常 ニ カ ・ル操 作 ヲナ ヌ 時 ハ動 物 實 験 ハ絶 封

的 二不 可 敏 ノモ ノデ ア ル事 ヲ強 調 シテ ヰ ル。

(隈 部 抄)

M.Hahn:

録 【第12巻'

氏 ハB.C.G.投 與 前 ソ ノ使 用Emulsionヲ 精 細 二動

物 實験 ヲ シ ナ カツ タ事 ノ誤 リ、及 ビ投 與 後 時 々小 見 ヲ

槻 察 シナ カ ッ タ鮎 ヲ非 難 シ テ ヰ ル。Calmette氏 ニ シ

テ始 メ テ6〃 月後 二 診 察 ス レバ 足 リ'レト云 ヒ 得 ルレ事

デ アル ガ、コ レ ンモ氏 ノ意 見 一 ヨ レ バ可 成 リ樂 天 的 ナ

考 へ方 デ ア ル。唯]一回 ノ投 與 ニ ヨ ツテ小 見 が罹 患 セル

モ ノ ナ リヤ 否 ヤ ノ問 題 ハ ソ ノ細 菌 吊、素 質 等種 々 ノ理

由 ヨ リ直 チ ニ 決 定 シ 難 キ 問 題 デ ア)tz。BCGノ 無

害 性 二關 シテ ハ、種 々 ノ實験 、 議 論 モ存 ス ル が、 當 時

磐 學 界 大 膿 ノ 意 見ノ・コ レヲ 承認 ンテ ヰ タ トス ベ キ デ

ア ル。然 シ無 害性 ト有 数 性1… 明 瞭 二匝 別 シテ考 フベ

キ問 題 デ、氏 自 身 ハ有 数 性 ヲ認 ム ベ キ何 等 完 全 ナ ル根

櫨 ヲ有 シ テ ヰ ナ イ ト云 つテ ヰ ルレ。Ltibeck研 究 所 二關 ・ny

シテ氏 ・・凡 ユ ル鮎 二於 テ、 カ ・ルImpfstoffヲ 作)Llノ

ニ不 適 當 ナ リ トシテ ヰ ル。次 二 可 成 り精 細 二結 核 菌 ノ

化學 的 分 析 上 ヨ リ見 タ種 々 ノ報 告 ヲ シテ結 局LUbeck

事 件 ノ原 因 ト シテ ハ 菌 株 ヲ 間違 ヘ タ コ1・二 起 因 ス ルレ

モ ノナ ラ ン ト結 論 シテ ヰ,レ。(隈 部 抄)

R.Abe1:

Abel氏 ・・上 記 質 問 二剴 シテ ノ・大 膿 ノkli二 於 テ 上 記 諸

氏 ト意 見 ヲ同 ジ クス ル。 氏 ハ先 ヅ果 シテLtibecl〈 二於

テB.CG.投 與 ヲ施 行 シナ ケ レ バナ ラ ナ カ ツ タ カ否

〃 問題 二醐 レテ 居 ノレ。Ltibeck二 於 ケ ル結 核 死 亡 率

・・年 々減 少 ン1929年 二於 テハ 乳 幼 見 ・・僅 カ ニ3人 シ

カ死 ンデ ヰ ナ イ。15歳 以 下 ノ者 ノ結 核 死 亡 率 モ 決 シ

テ多 〃ハ ナ イ。 カ ・2レ状 態 デ果 シテB.C.G.投 與 ノ

必 要 ガ ア ツ タ カ 疑 問 デ ア ル。1927年 術 生 局 獲 表 ノ告

示 ・・一般 的 ノ モ ノ デCalmelte氏 法 ヲ絶 封 二禁 ジタ モ

ノ デハ ナ イ ガ、當 時 磐 學 界 ノ意 見 ハ必 ズ ンモ ー 致 シ テ

・・ヰ ナ カ ツ タ。如 何 ナ ルレ状 態 二於 ケ ルレ小 見 二施 行 ス ベ ー

キ カ ガ問 題 デ ア)レ。Ltibeck/Deycke氏 ハ 少 シ焦 リ・

過 ギ タ氣 味 ハナ カ ツ タ カ、叉 何 故 氏 ハ古 イB.C.G.

ヲ用 ヒ ズ ニ新 シイ菌 種 ヲCalmette氏 ノ所 カ ラ取 リ寄

セ テ使 用 シナ カ ツ タ カ、要 ス ル ニ凡 ユ;レ鮎 デ 注 意 が足

リナ ヵ)ソタ。動 物 試 験 ノ・勿論 不 可倣 ノモ ノ デアル。叉 乳,

幼 見 二直 接 投 與 シタ助 産 婦 達 モ 智 識 ガ 足 リナ カツ タ`

事 モ争 ハ レナ イ事 實 デ ア ルレ。投 與 後 引績 キ 小見 ヲ観 察

シナ カ ッ タ事 モ不 幸 ヲ大 ニ ス ル原 因bナ ツ タ。Griese

少 年 ノ診 噺 モ誤 凶 レモ 甚 ダ シイ 事 乍 ラ 事 件 後何 故 早

ク コ1ノニ用 ヒタEmulsionヲ 同 牧 シナ カ ツ タ カ。 コ レ

等 小 見 ハ恐 ラ ク唯1回 ノ投 與 デ罹 患 シ タ ノデ ア ラ ウ。

一 度 登 病 セ シ者 ・・淺 念 乍 ラ最 早 ナ ス ベ キ術 ハ ナ イ
。叉.
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豫 防 モ ナ イ。

B・C・G・ ノ無 害 性 ハ 承 認 出來 ノレガ 有 奴 性}・ナ)レ ト問

題 ハ 別 デ アレ。 有数 性 二i封 ンテ ハ 著 者 ノ・疑 問 ヲ有 ス

,レo

LUbeck研 究 室 ノ件 二 關 シテ ・・、 充 分 ナ リ1・ハ云 ヘ ナ

ィ。B.C.G.菌 が有 毒 ニ ナ リ得 ル 可 能 性 ハ ア ルレが唯

非 常 二特 定 ナ條 件 ノ下 二於 ケ ル事 デ、人 間 二於 テ バカ

加 レ條 件 ・・問 題1… ナ ラ ヌ。斯 ク観 ズ レバLtibeck事

件 ノ原 因 ハB.C.G.菌 が有 毒 ニナ ツ タ ト云 フ事 モ全

〃否定 ハ 出來 ナ イ が、 最 モ確 實 ナ ノハB.C.G.菌 二

他 ノ有 毒結 核 茜 ガ混 合 シタ ト解 繹 ス ベ キ ガ正 ンイ。

「隈部 抄)

W.Kolle:

氏 ハ上 記/質 問 全 部 ニ ハ 答 ヘ テ ヰ ナ イ デ 主 二細 菌學

的 事項 ニ ノ ミ答 ヘ テ ヰノレ。 最 初 二先 ヅLifbeckデ 、

Calmette氏 法 是 非 施 行 ン+ケ レバ ナ ラ ヌ標 ナ理 由 ガ

果 ンテ アツ タ ガ 否 力二就 イ テ 断 然 力 ・ノレ 必 要 ハ ナ カ

ソ タ1・云 ツ テ ヰ,レ。

℃almette氏B。C.G.ノ 無 害 性 ハ 認 メテ ヰ]レガ、 唯

力 ・Jレ重要 ナ ルlmpfstoffヲ 作 ♪レ ー・・細 心 ノ注 意1・

完 備 匂 レ研 究 所 二於 テ ノ ミ許 サ ルレベ キ デ アル 事 ヲ強

調 ンテ ヰル。 要 ス ルレニLtibeckノ 如 〃設 備 不 完全 ニ

ンテ人 手 ノ足 リナ ィ所 デ ヵ ・ノレlmpfstoffヲ 作 ルレ事 自

身 力"誤リデ アルレ。

有 敏 性 ニツ イテ ハCalmette氏 法 ・・確 カ ニ短 期 間 郎 チ

4-一一12ケ 月 間 位抵 抗 力 ヲ或 ノレ程 度高 メ)レ カモ知 レ ヌガ

決 ンテ永 績 的 ナ モ ノデ ノ・ナ イ ト云 ツテ ヰ ル。氏 自 均 ノ

考へ η リス レ・ミ結 核 二剴●ス ルImmunit5t1・ シテ ・・唯

Infektionsimmunitatア ル ノ ミデ ア ル。 次 二種 々 ノ細

菌學 的 見地 ヨ リ意 見 ヲ述 ベ テ 小 見 三 投 與 ス ァレ前 二動

物 實験 ヲ シナ カ ツ タ事 、凡 ユ ル鮎 二注 意/カ ケ テ ヰ タ

事 ヲ指 摘 ジタ後 、Liibeck事 件 ノ 原 因 トンテ ・・Kiel

菌株 トB.C.G.菌 ヲ間違 ヘ タ カ、 ソ レ1・モ混 合 セ ノレ

ニ蹄 ス ノレ1・云 ッ テ ヰ ルレ。(隈 部抄)

B.C.G.ノ 無 害 性 ニ ツ イテ

O.Kirchner:ZurFragederしJnschadlichkeit`les

B.C.G.

氏 ハB.C.G.ノ 無 害性 ニ ソ イテ 蜀 特 ノ方 法 ヲ以 テ追

試 シテ ヰ ノレ。 ソ ノ結 果 結 局B.Lange氏 ノ結 果 トア

ルレ鮎 デ ノー 致 シテ ヰ ノレが、多 ク ノ鮎 デ ハ 異 ツタ結 果 ヲ

得 タ。tpチ 氏 ハ微 量 ノB.C.G.菌 ヲ家 兎及 海 猿 ノ角

膜 内 二注 射 シ、可成 リ長 イ問 観 察 ジタ ノデ アル。 印 チ

動 物 實 験 ノ結 果 ノ・ア ルレ特 定 ノ條 件 ノ下 デハ 極 ク稀 デ

ハ ア ル がB・C.G.ハ ソ ノ毒 力 ヲ増 ス事 ガ アルレ。 然 シ

ソ ノ理 由 ヲ以 テ直 チ ニLifbeck=於 ケ ノレ惨 事 ヲB.C.

G.ノ 毒 力増 加 二蹄 ス ルレト云 フ 課 デ ハ ナ ワ コ ノ鮎 デ ハ

B.Lange1氏1・ 同意 見 デ アル。 要 ス ルレニ 氏 ノ實 験 ノ結

果 ・・乳 幼 見 ノ ノく多徽/B.C.G.二 劉・ス'レ感受 性 ・・海

瞑 二於 ケ,レヨ リ不 定 デ、ア ルレ乳 幼 兇 二於 テハB.C.G.

Schaden1・ 思 ワ の レlmpffolgenヲ 示 シタ。 然 シ ド ノ

程 度 ニ マ デ行 ク カ ト云 フ事 ・・現 今 ノ所 不 明 デ アル。.叉

B・C・G・Impfungハ 或 ルレ程 度 ノ危 瞼 ヲ件 フモ ノ デ、

結 核 二暴 露 サ レテ ヰ ナ イ小 見 二行 フ ニ際 シテハ 、多大

ノ注 意 ヲ要 ス ル・。 最 後 二LUbeck事 件 ・・B.C.G.ニ

ハ關 係 ナ イ事 ヲ噺 ツ テ ヰ ル。 、、隈部 抄)

結 核 防 止 事 業 二 劃 ス ル 「プ リ クテ ン」 ワ意 義 ニ ツ

イ テ

J.～Veissfeiler:BedeutungderPhlyktaneftirdie

Tuberkulosebek註mpfung.

氏 ノ・結 核llt期 診 噺 ノ 必 要 ヲ 強 調 シ ソ ノ ー助 トシ テ上

記Phlyktanト 結 核 ノ關 係 ヲ調 べ、 コ レヲ ソ ノ手 段 ノ

ー ツ1・ シテ ヰル
。 自!1チ現 今 マ デ モPhlyktan】 ・結核

症 ノ間 二 ・・密 接 ナ關 係 ガ ア ルレ事 ハ知 レテ ヰ タ。結 核 相

談 所 ハ 次 ノ理 由 ニ ヨ ツ テ モ ツ トPhlyktan二 注 意 ス

ベ キ デ ア ♪レ1・・云 ツテ ヰルレ。 部 千Phlyktanヲ 有 ス ルレ

小 見 ノ3う一一IO%ハ 活 動 性 結 核 ヲ有 シ、 ソ ノ内 ノ多数

・・後 二開放 性 結 核 トナ ル
。 第 二 ・・Phlykt5nヲ 有 ス

ル者 ノ17--75%位 ニ ソ ノ周 園 二 傳 染 源 」又ハ進 行 性 結

核 患 者 ヲ獲 見 ス ル。第 三 二容 易 二何 等 ノf数 ヲ要 セ ズ

早期 二結核 ニ ナル 恐 レ アルレモ ノ、叉 結 核 患 者 ヲ登 見 シ

得 ルレカラ デ アルレ。 ・、隈 部 抄)

TheAmericanReviewofTuberculosisVol.XXVII,No.1,January,1933.

BCGノ 減 審 固 定 性

く)almette:TheFixityoftheAttennationofBCG

BCGヲ 接 種 ン タ ル 見 童'・ 全 世 界 二1/IV1932現(llデ

百 萬 以 上 在 ノレ。 内France一 ノ・壬%,OOO、Indo・China

ニ ノ・204,000、Rumania一 ハ100,000
、Spainニ ハ

21),OOO、Urguay二 ・・1-L、OOO居 ル
。 現 今 問 題 トナ ツ
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テ居 ルレノ ハBCGノ 固 定 性 如 何1・云 フ事 デ アルレ。BCG

二封 ス ル毒 性 ハ 天 竺 鼠 ヤ家 兎 二 就 テ ・・充 分 調 ベ ラ レ

テ居 ル が牛 、 羊、豚 等 二就 テ行 ソ タ ノハ ナ イ。 ヌ,臨肱

家 中病 理 學 者 ガBCGヲ 接 種 シ テ ソ ノ タ ノ ニ死 ン タ

者 カ ラBCGヲ 分 離 シタ人 モ ナ イ。400例 以 上 ノ病 歴

ハ ア ルレが之 ハ 接 種 シテ2乃 至4ク 月 ヲ 経 テ 死 ン ダ者

デ其 小 見 ノ淋 巴 腺 カ ラ得 タ菌 ・・BCGノ 培 養 ト同 様 ナ

モ ノ デ何 レモ進 行 性 病 竃 ヲ作 タ モ ノハ ナ 〃
、皮 下 注 射

ヲ シタ モ ノノ・寒 性 膿 瘍 ヲ作 ルレ ノデ 全 身結 核 ヲ 起 シ

タ モ ノハ ナ イ。 何 例 モBCGノ 完 全 ナ ルレ安 定 性 ヲ覆

ス ガ如 キ モ ノハ ナ イ,20年 ヲ経 バ 毒 力 ヲ 恢 復 ス ベ シ

1・言 フが10年 間 ノ糸1≦験 デ ・・tuberculina}1ergyヤ 、

virulentsuperinfection二i封 ス,レ抵 抗 力 ・・接 種 シテ敷

年 後 ニ ノ・BCGノ ・死 滅 シ叉 ・・減 衰 ス ル 友 メ ニ 其 反 庶

ハ消 失 ス ル。 コ ノ減 衰 ノ・小 見 デ ハ5-6年 間 、 牛 ヂ ハ

1・5-2年 間 デ起 ッ テ 來JtZ。 コ ノ事 ハ 小 見 ガ成 長 ス ル

マ デrevaccinationヲ 繰 返 ス 根 糠1・ナ ノレ
。

Mormaeche・ ・StreptococcuscaviaeトBCGガ 共

同 二働 ク時 ハvirulentト ナ ル グ ラ ウ ト述 べ、Dreyer

andVollumノ ・、 犠 肉汁 中 二i深 ク 培 養・セ バBCGハ

virulentト トナ リ 得2レ ダ ラ ウ ト弩へMuchハ 乳 酸 ヲ

含 ンダ液 中 デ モ同 様 ダ ラ ウ ト云 フガ何 レモVirulence

ヲ恢 復 ス ルレコ トニ成 功 シタ者 ノ・ナ イ.(寺 尾 抄)

天 竺 鼠 ヲBCGデ 虚 理 シ タ ル モ ノ ・結 核 二封 ス

ル 防禦

KonradもE・Birkhang:ProtectionagainstTubercu-

losiswithBCG五nGuineaPigs.

BCGヨ リノTuberculin・ ・毒 力 アルレ牛及 人 型 菌 ヨ リ

得 タtuberculinト 同様 デ ア ツ テBCGヲ"R"ト ・・S"

トニ分 離 シテ モ 是 等 ヨ リ得 タtuberculinト 毒 性 ア ルレ

結 核 菌 ヨ リ得 タtuberculinト ヲ天 杢空鼠 二就 テ試 ミ,レ

⊇ ソ ノ皮 内 反 旛 ヲ示 スailergy二 ・・相違 アル ヲ認 メ ラ

レナ イ。 ノ{竺鼠 ノ初 生 仔 二BCGヲ 経 口的 二與 ヘ タ ガ

tuberculin感 受 性 ヲ起 ス コ トヤ有 毒 重 感 染 二封 ス ル抵

抗 力 壇 加 ヲ來 ヌ試 験 ノ・成 功 シナカ ツタ。天 竺 鼠 二BCG

ヲ非 経 口 的 二奥 ヘ ル ト局部 的 結核 竈 ヲ起 ン得 ル が、之

ハ進 行 性 結 核 症 ヲ 起 サ ナ イ デ 自然 二 治 癒 ス ルレモ ノ デ

ア ァレ。 叉 天 竺 鼠 二 非 経 口 的 二BCGヲ 與 フ レ ・ミ規 則

的 二tuberculin感 受 性 ヲ起 シ且 著 シ〃 結 核 免 疫 性 ヲ

生 ジル。之 ハ皮 下 」又ハ腹 腔 内 二接 種 シタ場 合 二最 モ著

ン イ。 叉 、非 経 口的 二接 種 ンタ天 竺 鼠 ハ之 ヲナ サ ザ ル
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動物 ヨ リモvirulentsuperinfection-一 ヨルレ進 行 性 結

核 二野 ンテ2倍 ダ ケ強 イ事 ヲ示 ・yタ。BCG天 竺 鼠 二

接種 シタ ルレニ577日 間 進 行 性 結 核 症 ヲ 起 サ ナ ィ デ.生

存 セ ルレコ トヲ培 養 ニ ヨ リ實 験 シ得 タ。BCGカ ラ分 離

シタ`もS一 ナ1レZF滑 聚 落 ノ大 量 ヲ天竺 鼠 二 非経 口的 二

與 ヘ ルレ ト局 部 的 結 核 竈 ヲ起 ス ガ之 ハ 自然 二治 癒 ス,レ。

肉 汁 培 養 液 ノ深 部 二部 分 的 嫌 氣 状 二培 養 サ レタBCG

ノ、天 竺 鼠 二封 シテ毒 性 ヲ塘 シ テ居 ナ ヵ ツ タ.諸 實 験 二

糠 ル ニBCGvaccineハ 無 害 テ"ア ツ テ非 縄 口 的 二與 フ

レバ著 明 ナ ルレ結 核 免疫 性 ヲ起 ジ得リレ.(寺 尾 抄)

結 核 卜白血 病

R.H.Jaff6:Tube1℃ulosisandLeukaemia.

3例 ノmyelogenousleukaemiaヲ 記 述 シタ モ ノデ剖

楡 デ陳 薙 ニ シテ 明 白 二鎭 静 セ ルレ、結 核 が活 動 性 ヲ顯 ハ

シタ モ ノデ アJレo

第1例 ノ・acinous・nodoseノ 肺 結 核 デ死 シ コ ノ例 ノ・K1

血 病'タ メ ー 著 シキ 影 響 ヲ 受 ケ タ モ ノデ アルレが貧血

・・恢 復 シテ 末梢L血 液 中/白 血 球 数 ガ減 少 シextrame・

dullarlymyelopoiesisノ ・脾 臓 二 限局 サ レテ ヰ タ
。

第2例 ・・膵 臓 周 園 淋 巴 腺 中 ノ結 核 ・竈ノendoglanduiar

exacerbationカ ラ結 核 性 腹 膜 炎 ヲ起 シ タ モ ノ ダ。 結核

症 ハ 白 血病 ニ ハ何 等 影響 ヲ及 ボ サ ナ カツ タ。是 等 ノ2

例 デ ハ結 核 性 攣 化 ノ組 織 學 的 像 ノ 特 質 ニ ハ 何 等 異攣

モ ナ 〃巨 大 細 胞 ノ アル 定 型 的 上 皮様 細 胞 が見 ラ レ〃 ,

第3例 ・・右 副 腎/新 シイ 乾 酪 性 結 核 ヲ示 シ之 ハ右 顎

下 淋 巴 腺 ニ ア,レ奮 病 竈 ヨ リニ 次 的 二起 ッ タ ルレ モ ノ デ

ア ツ タ。副 腎 ノ機 構 バー 次 的 二組 織 ノ壌 死 が盛 トナ リ

細 胞 反 旛 ナ キ ヲ特 徴M,レ.Leukaemicceil・ が結核

感染 二封 ス ・レ防 禦 反 魔 二 與 ツタ根 跡 ・・認 メ ル コ トヵ"

出來 ナ カツ 〃。(寺 尾 抄 ノ

糖 尿 病 ヲ伴 ヘ ル良 性肺 結 核

H・WesslerandHermanHennel1:Benig・nPulmonary

Tubercu】osiswithDiabetes.

過 去 数 年 間 二扱 ツタ 糖 尿 病 患者 二 肺 結 核 ヲ合 併 シタ

ルレ8例 二就 テ記 述 シタ モ ノデ 是 等 ノ・結 核 ノ側 カ ラ云

へ ・噺 シ"感 染 シ テ モ良 経 過 ヲ トツ タ者 デ アル
.肺 結

核 ハ 皆滲 出型 デ空 洞 ヲ形 成 シテ 居 ルレガ、何 レモ顯 著 ナ

ノレ進 行 性 傾 向 ヲ示 シテ居 ル者 ハ ナ 〃熱
、咳 漱 、 喀 疾 ハ

速 二清 失 シタ・普 通 病 院 二於 テ モ適 當 ナ 榮養 上 ノ注 意

ヲセ バ 肺 内浸 潤 ハ速 二 吸 牧 サ レ、多 ク ノ例 デ ハ比 較 的

短 期 間 内 二 完全 治 癒 ヲ來 シ タモ ノ デ、朱}二1咽 ヌ ベ キ
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ハ1例 デ ハ3ケ 年 間 二、空 洞 治 癒 ノ機 構 ヲ トツ タ コ1・

ガ2・同 ア ツ タ。成 人 ノ結 核 再 感 染 ハ本 質 的 ニ ノ・滲 出型

デ肺 尖 下 部 二始 マ ル ノが善 蓮 デ ア ル。コ ノ場 合 理 學 的

症 徴 ノ・最 少 デ アツ テ共 號 見 ハX線 二 員 フモ ノデ アル。

是 等 ハ 屡 く良 性 感 染 デ ア ツテ 吸 牧 サ レルレ傾 向 ヲ有 ン

テ居 ル。多 ク ノ人 々 ハ流 感 ノ外 観 ヲ呈 シテ結 核 性 ト認

メ ラ レナ イデ経 過 ス ル事 が アル/ノ ・.疑フ鯨 地 がナ イ。

同様 二糖 尿病 者 が之 型 ノ結 核 二侵 ハ レ、而 モ 之 二打 勝

ツ コ トモ想 像 二難 クナ イ。他 方 カ ラ 見 ル時 ハ 感 染 ガ激

シ カ ツタ リ、叉 ・・糖 尿病 ガ重 カ ツタ リス ル タ メ ニ結 核

ハ已 二進 行 ンテ カ ラ顯 者 トナ ルレ舌モ ア,レ。是 等 ノ例 ハ

重 症 糖 尿病 者 デ アル タ メ ニ、今 日行 ハ レテ居 ルレ如 キ糖

尿 病 者 ノ結核 ハ 、毒 性 甚 シ ト信 ゼ ラ レル ニ至 ツ タ所 以

デ ア ラ ウ。著 者 等 ハ経 験 上 糖 尿 病 者 ノ結 核 感 染 ハ非 糖

尿病 者 ノ場 合 ト根 本 的 ナ相 違 が アル モ ノデナ イ ト云 フ

確 信 ヲ得 テ居;レ モ ノデ アノレ。更 二糖 尿 病 者 ノ結 核 ノ・必

ズ進 行 性 デ ア ル トカ 宿 命 的 デ アル トカ 云 フ モ ノデハ

ナ イ ト ノ結 論 二到 達 ンタ。但 シ糖 尿 病 ト結 核 症 ノ共存

ハ結 核 ・進 行性 トノ・別 問題 ダ ト云 フ ノデハ ナ イ。良性

感 染 ニ ヨ リ早期 二 治 療 セ バ 治 癒 可能 ノ例 ガ相 當 ア ル

コ トヲ注 意 シナ ケ レ バ ナ ラナ イ ト云 フ,(寺 尾抄)

肺 ノ先 天 性嚢 腫

WilliamC.PollockandHoraceP.MarvinConge-

n三talCysticDiscaseofLung.

Wilsonが 示 シ ・lzCysteカ"特i後 性 氣 胸 ト異'レ所 見 ハ

次 ノ如 シ。

a)突 獲 シタ ト云 フ病 歴 ガ ナ イ。

b)非 常 二進 行 シタ ル 例 デ+イ 限 リ・・呼 吸 困難 ノ如

キ自箆 症 ガ ナ イ。

c)特 獲性 氣 胸 ノ如 キ 病 因 要素 ノ如 キ 病 理 學 的攣 化

ヲ説 示 ス ル コ トガデ キナ イ。

d)X線 及 理 學 的 所 見 ハ長 期 間 攣 化 ガ ナ イ。

e)胸 部 二病 症 ヲ 自箆 セ ザル ガ故 二X線 デ 偶 然 二獲

見 サ レルレ。

f)X線iJi見 ノ・次 ノ鮎 デ特 獲 性 氣 胸 ト異 ル。

1)縦 隔 窟 ノ位 置移 動 が ナ イ。

助.歴 迫 サ レタ肺 葉 ヲ見 ル コ トガナ イ.

3・ 空 間 ヲ走 行 セ ルレ微 縁 ハ大 キ イ曲線 ヲ 示 シ氣 胸 空

間 ヲ走,レ小 索 ノ如 ク直線 的 ナ モ ノデ ハ ナ ィ。

以 上 ノ鑑 別法 二規 ク1例 ヲ診 噺 シタ モ ノデ、更 二人 工

氣 胸 ヲ施 セバCysteト 特 號性 氣 胸 トガ 更 二容 易 二鑑
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別 シ得 ル ト言 フ。(寺 尾 抄)

急 性 腹 部 症 歌 ヲ示 シ タ ル特 護 性 竃 胸

WaldoR.Oechsli●andJaneSkil!en.Spontaneous

PneumothoraxwithAcuteAbdominalSymptoms.

25歳 ノ女 デ左 上 部 ノ 肺 結 核 ヲ有 ンタ ノレ者 ガ1日 腹 痛

激 ンク悪 心 、 嘔 吐 ア リ、之 ヲX線 ニ ヨ リ診 察 スル ニ左

側 横隔 膜 ハ凹 状 トナ リ、第 一 腰椎 ノ高 サ ニ達 シ縦 隔竃

ハ右 二歴 迫 サ レ、正 二特 登 性 氣胸 ナ ノレコ トヲ確 メ 滲 出

液 ヲ多 量 含 ミ中 二結 核 菌 ヲ認 メタ。空 氣 及 液 ヲ徐 々 二

排 除 シテ油 胸 ト シ快 方 二 向 ヘ リ。

本例 二於 テ 特 二 珍 ン キハ カ ク ノ如 キ 高 度 ノ氣 胸 ヲ存

ンナ が ラ呼 吸 困難 ヲ全 然 鉄 如 セ ルレコ トナ リ。

(寺 尾 抄)

肺 結 核 獲 見 二於 ケ ル透 視

H.W.HetheringandE.W.Flahi肝:FluoroscoPy

inTuberculosisCase-Finding.

透 覗 デハX線 爲 眞 中 二現 ハ ル ・肺 ヌノ・淋 巴腺 ノ 石 灰
　

化 ヲ知 ノレコ トハ デ キ ナ イ事 が ア,レ。鎮 骨 上 部 ノ肺 尖 部

二 占居 ス,レ 結 核 性 浸 潤 ハ 透 覗 デ 認 メ ラ ルレ ・コ トハ稀

デ ア ル。鎮 骨 下部 二振 が ノレ肺 尖 渡 潤 ハ透 硯 デ ハ普 通 認

;7eプル ・が見落 サ レ勝 デ アル。i透硯 ハ モ ツ ト廣 範 デ モ

ツ ト著 明 ナ 肺病 竈 ヲ決 定 ス ル ニ用 ヰ得 ル が、透 覗 デ肺

/異 常 ヲ認 メ得 ナ イ時 ハ、著 明 ナ結 核 性 病 竈 が ナ イ ト

ハ云 ヘ ナ イ。透 硯 ハ小 見 ノ結 核 デ治 療 ヲ要 ス'レ トカヌ.

ハ結 核 豫 防 上 ノ 注 意 ノ タ メ ニ 爾 後 検 査 ヲ要 ス ベ キ者

ヲ選 揮 スル ノニ 比較 的 費 用 ノカ ・ラ ヌ方 法 デ ア ル。叉

透 覗 デ疑 問 ノ ア ル病 竈 ハ 必 ズ 爲 眞 二 撮 リ之 ヲ確 ムベ

キデ ア ル。(寺 尾 抄)

訓 練 サ レタ ル結 核 看 謹 婦

JosephWalsh.TuberculoslsTrainedNurses.

之 ・・著 者 が1932年 二WhiteHavenSanatoriumテ ーし

看 護 婦 二聴 カセ タ講 義 デ ア ツテ、一 般 病 ノ看 護 嬬 ト結

核 患 者 向 ノ看 護 婦 トノ訓 練 上 ノ相違 ヲ講 ジ、結 核 看 護

婦 ハ 患 者 ノ食餌 、麻 酔 鋼叉 ハ鋲 静 劇 使 用 上 ノ心 得 及 禮

温 ノ測 定 方 ヲ懇 切 二講 義 シタ モ ノテ アル 。(寺 尾 抄)

喉 頭 結 核 患 者 ワCosta反 憲 及 赤血 球 沈 降 反 懸

CharlesL.Rubenstein:TheCostaandRed・Cell

SedimentationReactionsillLaryngealTuberculosis.

Costaノ 原 法 ヲRubenstein及Schwartzガ 攣 更 ンテ

検 査 シタ モ ノデ 其操 作 ハ次 ノ通 リデ ア ル。

指 頭 ヨ リ探Ml.5c.c.内 容 ノ 硝 子 管 内 二 〇.8「)%食 睡水
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ヲ以 テ2%bン タnovocain液 ヲ入 レ之 二100mm.ノ

血 液 ト5%ノ 絢 臓 酸 曹 達 液100mm.ヲ 入v混 合 液 ヲ

5-8分 間遠 心 分 離 ス ルレ。 カクテ 得,タ 上 澄 二 純fOb

malinヲ ー 滴 加 ヘ ルレ。 管 ノ下t13二15分 間 内 二 灰 白

煙 状 ノ濁 ヲ生 ゼ バ陽 性 トス ルレ。非病 的 ノ場 合 ニ ハ煙 状

物 ハ1、 分以 後 二生 ズ ルレ。 著 者等 ノ・之 反 鷹 ヲ モ ツ ト詳

シ ク ス,レタ メニV最 初 ノ3分 間 内 二煙状 物 ヲ生 ジ

タ モ ノヲ弧 陽 性2)2-10分 間 二 現 ハ レタ モ ノヲ陽

性3)10-15分 間 二生 ジ タ モ ノヲ疑 問 トス 。

以 上 ノ手 技 ヨ リ喉 頭 結 核 ヲ併 駿 シ タル 肺 結 核 患 者75

人 ノCosta反 鷹 ト赤 沈 反 慮 トヲ比較 シ タ。 是 等 ヲ綜

合 セ バ根 本 的 治療 ヲ開 始 ス ルレ前 二、患 者 ノ肺 内 ノ機構

及 免 疫 状 態 二關 シ、結 核 咽 喉 磐 家 二詳 細 ヲ確 ノル必 要

ガ ア ル。著 者 ハ肺 ノ活 動 性 ヲ決 定 ス ル タ メ ニ 赤沈 反 膳

トCosta反 庶 トヲ併 試 ンタ ガ 甚 ダ シク進 行 シタ例 デ

ハ 雨反 慮 ハ完 全 ナルレ'卜行 ヲ示 シ稽 く進 行 ンタ例 ヤ、潜

性 結 核 者 ノ間 二 ・・雨 反 磨 ニ モ相 違 力"ア リCosta反 晦

ハ敏 感 デ勝 レテ 居 ルレ。雨 反 磨 ハ輩純 ナ ノレ喉 頭 炎 ト結 核

性 喉 頭 炎 トノ鑑 別 二役 立 ツ。從 ツ テ喉 頭 結 核 ノ臨 脈 デ

Costa反 鷹 ヲ行 フ事 ・・治 療 法 ヲ 決 定 ス'レ上 ニ ノく二有

用 デ ア ル。(寺 尾 抄)

肺 結 核 ノ活 動 性 二 封 ス ル 現 今 ワ 概 念 二謝 ス ル異

議

LouisH.Fales:AProtestagainsttheCurrent

ConceptionofActi、ityinPulmonaryTuberculosis.

肺 結 核 二於 テ 活 動 性 ヲ 意 味 ス ル モ ノ ハ何 カニ關 ンテ

ノ観 念 ハ吾 人 ノ 智 識 が モ ツ ト進 マ 子 バ ー 歩 モ進 マ ナ

イ。構 成 的症 徴 ガ 存在 ス,レ コ トが活 動 性 ノ表 現 デ ァ ル

ト考 ヘ ラ レ テ モ 之 ナ キ 場 合 ニハ 活 動 性 デ ナ イ ト考 ヘ

テ ハナ ラナ イ。故 二蕉概 念 ハ構 成 的 症 徴 ノ存 在 ニ ヨッ

テ活 動性 ヲ決 定 ス ル ノデ ア,レガ、之 ハ頗 ルレ頼 リナ イ モ

ノ トシテ取 棄 ツベ キデ ア ル。最 モ 精密 ナ,レ方 法 ハ今 日

ノトコ ロデ ハ肺 内 二起 ル解 剖 病 理 學 的 攣 化 ノ條 件 二於

テ 活 動 性 ヲ考 フ ベ キデ ア ル。ア ル結 核 ノ病 型 デ ハー 小

見 及 成 人 ノRanke氏 第 二 期 結 核 ヲ著 明 ナ ル例 ト ミル

が一 早 期 診 斯 ハX線 ニ ヨツ テ ノ診 漸 ガ付 ク 。是 等 ハ普

通 理 學 的所 見 ハ ナ ク、叉 構 成 的 症 徴 モ ナ イモ ノデ假 令

ア ツ テ モ輕 微 デ見 逃 シヤ ス ィ。活 動 性 肺 結 核 ノ診 噺 二

封 シテ診 噺 上 ノ標 準 トシテ ノ諸 症 徴群 ハ、共 等 病 勢 ガ

進行 中 デ ア ソ テ モ夫 等 ノ有 用 性 ヲ失 フ。何 トナ レバ普

逼 ノ 方法 ニ ヨツ テ ハ 結 核 ノ病 型 ヲ診 断 ス ル コ ト・・不

可能 ダ カ ラデ アル。モ シ將 來 活 動 性 結 核 二就 テー 定 ノ

標 準 が立 ソ ナ ラ バX線 が 診 漸 上 一 層 重 要性 ヲ 培 ス ダ

ラ ウ。アルレー定 期 間 隔 二屡 く撮 ツ タX線 爲 眞 ヲ比較 ス

ル コ ト・・肺 結 核 二 於 テ 活 動 性 ヲ 決 定 ス,レ 場 合 二正 確

ナ方 法 ト考 へ 子 バ ナ ラ ヌ。比 較 ス ベ キ爲 眞 デ病 的竈 ノ

屠 大 ヲ認 メ得 ル場 合 ニ ハ活 動 性 ト考 フベ ク、叉 一 ツ ノ

竈 ガ数 ケ月 間 静 止 ノ 状 態 ニ ア,レ 時 二 ・・停 止 型 ト考 フ

ベ キモ ・デ ア ル。(寺 尾 抄)

結 核 專 門 外 雑 誌

結 核 性 脊 椎 炎 患 者 血 液 ノ 理 化 學 的性 状 特 二 日光

浴 ノ影 響 二就 テ

城 良 亮(成 留 會 臨 脈 、 策5號 、 第2號 ノ

本 要 旨 ・・第8回FI本 整形 外 科 學 會 宿 題 ト シテ 報 告 セ

ラ レタ ル モ ノナ リ。

脊椎 「η1)エ ス」ノ治療 法1・ シテ ・・安 静 荷 重 輕 減 或 ハ、

観 血 的 ア術 等 多 々 ア レ ドモBernhard,Rollier等 ガ 日

光 浴 ノ数 果 ヲ 圭 張 シ テ 以 來 所謂 日光 高 山療 法 ノ・必 要

鉄 〃べ カ ラザ ノレ治 療 法/一 匠 劃 ヲ占 ムル ニ至 レ リ。然

シ・テ近 時1圧盛1・ ナ リヌルレ本 邦 ノ 日光 浴 ニ トツ テ、本 邦

人 二於 ケ ノレ'1三活 状 態 服装 人 種 或 へ 氣 象 的 要約 が欧 洲

ノ其 ト甚 シ η相 異 セ ルレモ ノア ル ヲ以 テ、其 ノ影 響 ヲ研

究 ス可 〃本 實験 ヲ試 ミラ レタ リ。著 者 ハ紳 奈川 縣 稻 田

多 摩 川 二 「サ ナ 〉リ ウ ム」 ヲ設 ケ 入 院 日数 ヲ3ケ 月 ト

シ1日 ノ日光 浴 時 間 ヲ6時 間 トシ、之 ヲニ 群 二分 チ第

一 群 ヲ10分 延 長 法 トシ、第 二 群 ヲ60分 延 長 法 トセ リ

即 前 者 ・・全 身 ヲ 午 前 及午 後 二 各 く5分 ヅ ・都 合1日

10分 間 ヅ ・延 長 約36日 後 二所 定 ノ6時 間 二達 セ シメ

後 者 ノ・、午 前午 後 各30分 ヅ ・都 合1日60分 ヅ ・延 長

シ6日 ノ後 二所 定 ノ6時 間 二達 セ シ以 後 ・・、同 時 間 ノ

全 勇 日光 浴 ヲ持 績 セ リ。Rollier氏 法 二比 較 シ甚 ダ急

激 二 日光 直 射 時 間 ヲ延長 セル モ ノナ リ ト云 フモ、之 ニ

ヨツ テ何 等 特 別 ノ障 碍 ヲ認 メ ズ、共 ノ治 療 成 績 ハ甚 ダ

可 良 ニ シテ特 二60分 延 長 法 二 於 テ 優 レ タルレヲ認 メ タ

リ ト。而 シテ 日光 浴 期 間 中 ハ血 液 學 的 蛇 二臨 然 的観 察

ヲ精 密 二7ル ト共 二 氣 象 臥測 ヲ 充 分 二 行 ・・レ ・・u。
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帥 チ氣 象學 的 観 察 二就 テ ハ、1.氣 温 、2.灘 度 、3.雨

董 、4.「 カタ」率 、5.水 牛面 日射 量、6.日 光 浴 二適 ス

ルレ季 節(夏 期 日光浴)、7.覗 程 値。 等 ヲ 調 査 シ、 臨 肱

的 所 見 ト シテ ハ1.入 院 患 者倣 蛇 二病 症 、2.日 光 浴

法 、3,皮 膚 色 素 沈 著 ノ状 態 ト其 ノ實 験 成 績 ヲ述 べ而

ンテ次 ノ事 項 二就 キ詳 述 シ即 チ

(1)夏 期 ノ低 地 日光浴 二依 ル血 液 ノ攣 化 二就 テ

(ll)冬 期 日光 浴

(皿)低 地 日光 浴 ノ適 度 時 間

(1▽)過 度 日光 浴 ノ血 液 蛇 二臨 林 所 見 二及 ボ ス影 響

(V)日 光 浴 不 定 時 ノ 血 液 蛇 二 臨 脈 的 所 見 二及 ボ ス影

響

(VI)日 射 量 ヨ リ見aル レー血液 蛇 二臨 林 所 見

(V皿)入 院 後 日光 浴 ヲ開始 スベ キ時期 二就 テ

(V皿)日 光 浴 休止 後 ノ血 液 所 見 ノ攣 化

(IX)日 光 浴 中 ノ飲 料 撮 取 二就 テ

尚 上 記研 究 ノ結 果 大 膿 次 ノ如 キ結 論 二達 セ リ ト。

(A)脊 椎 「カ リエ ス」患 者血 液 ノ理 化 學 的性 状

a)以 上述 ベ タ ルレ諸 検 査 ・・略 く病 症 二從 ツ テ消長 ス。

b)膿 瘍 ヲ有 ス,レモ ノ ・血 液性 状 二及 ボ ス影 響 最 モ顯

ニ ンテ痩 孔 ヲ形 成 ス;レモ ノハ次 位 二在 リ、是 等 ヲ有

セザ ル モ ノ ハ攣 化最 モ少 ン。

2♪惟 フ ニ膿 瘍 ノ 形 成 セ ラル ・モ ノ ・・t,∫及 的速 二之

ガ排 除 吸 牧 ヲ促 ス ベ キモ、不 幸 ニ シ テー一度痩 孔 ノ

形成 セ ラノレ ・ヤ 混 合 傳 染 ノ 絶i封 防止 二 努 ム,レ ト

共 二痩 孔 ノ閉 鎮 セ ヌ コ トーツ トメ、排 膿 ヲ充 分 ニ

ンテ 日光 浴 其 他 ノ療 法 ニ ヨ リ、原登 病 竈 カ ラ ノ治

癒 ヲ バ カアレベ ン。

(B)脊 椎 「カ リエ ス」患 者 ノ 低 地 日光浴 ノ血 液 性状 二

及 ボ ス 影響 二就 テ 。

1)本 邦 二於 ヶ ル ロ光 浴 ハ 氣象 學 的 關 係 ヨ リ欧 洲 二

於 ケ ル所 謂 日光 高 山療 法 二 倣 ヒ 得 ザル 鮎 多 ク此

慮 二於 テ低 地 日光 浴 ノ研 究 ヲ必 要 トス。

2)輔 地 後 約10日 乃 至2週 ヲ経 テ 日光 浴 ヲ開 始 スル

ヲ ヨ シ トス。

3)低 地 日光浴 開 始 後 可及 的速 二 日光浴 時 間 ヲ 延長

ン初 ノ4乃 至5週 間 ・・著 者 ノ経 験 ニ ヨ レバ60分

延 長 李均1日6時 間 程 二 及 ボ シ 過 度 ノ弊 二隅 ラ

ザ ノレ限 リー 定 刺 戟 ヲ與 フベ ン。

{)水 卒 面 日射'tl{:400-600gramCal.!cm2Tag.(夏

期)ノ 下 二於 ケ ル適 當 ナ,レ 日光浴 ・・第 一 期 及 ビ第

二期 ノ型 的攣 化 ヲ附 ン血 液 所 見 モ亦 之 二準 ズ。水
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李 面 日射 量200-300gramCal./cm2Tag(冬 期)

ノ下 二或 ・・10分 延 長 法(夏 期)二 依 ルレモ ノ ・・其 憂

化僅 微 ニ シテ斯 ノ如 キ匠 別 ヲ設 ケ難 シ。

5)日 光 浴 ・・其 方 法 適 當 ナ ラ バ3月 ヨ リ9月 迄 ハ積

極 的治 療 致 果 ヲ望 ミ得 ル モ ノ トス。(相1睾 抄)

女 子 青 年(看 護 婦)二 於 ケ ル 「ツベ ル ク リ ン」反 照

及結 核 幾 病 ノ観 察

瀧 本 庄 藏 、 深 谷 慶治(北 海 道 馨學 雑 誌 、 第11

年 、 第6號)

北 海 道帝 國 大學 留 學 部第 二 内科 敏 室 二 於 ケ ルレ仕 事 ニ

シテ著 者 等 ハ云 フ、帥 チ北 海 道 都 市 ノ結 核 死 亡 卒 ハ=甚

ダ高 ク、就 中札 幌 市 ノ如 キ ・・全 國 ノ首 位 ヲ占 メ爾 ホ低

下 ノ傾 向 ヲ示 サ ズ、而 シテ結 核 稀 簿 感 染 地 方 ヨ リ來 レ

ノレ青 年 ハ都 市 二於 テ結 核 感 染 ヲ如 何 二受 クル ヤ、.叉此

感 染 ト駿 病 トノ間 二・・何 等 カ ノ關係 ナ キヤ 、或 ハ其 登

病 ス ル ヤ病 型経 過 等 二 特 異 ノ 鮎 ア ラ ザ ルレカ 等 二關 シ

疑 ヲ持 チ タ ルレニ 偶 々圭 ト シテ 北 海 道 各 地 出均 者 ヲ探

用養 成 セル 北 大讐 院 看護 婦 生 徒 中年 結々 核 一 罹 患 ス

ル モ ノ比 較 的 多数 ア リ、而 カ モ其 経 過 稽 く急 激 ナ ル ヲ

見 ル コ ト多 シ、依 テ著 者 等 ハ叙 上 ノ見 地 ヨ リ最 近 数 ケ

年 ヲ逼 ジ是 等 ノ看 護 婦 二就 キ、「ッ ベ ルレク リ ン」反 磨 ヲ

検 シ共 陰 陽 雨群 ヲ長 期 二亙 リ観 察 シ、「ソ ・・ル ク リ ン」

反 磨 ト結 核顎 病 トノ間 ニ ー 定 ノ 關 係 ア ル ヤ ヲ窺 ハ ン

トセ リ。 印 チ著 者 ・・北 大 附囑 留 院 二於 テ1928年 以 降

看 護 除去 法講 習 生 トンテ1入 學 セ ルレ圭 トシテ北 海 道 各

地 方 出 均 ノ張 健 ナ ノレ女 子 青年 二就 ギ ツ ベ ル ク リン」皮

内 反 慮 ヲ行 ヒ牛年 ヨ リ4年 牛 二 亙 リ健 康 朕 態 ヲ 観 察

セ リ。 實 験 方 法、 行護 法講 習 生 トシ テ 入 學 セ ル モ ノ

ニ就 キ、 當 初 「ツベ ノレク リソ」皮 内 反 磨 ヲ検 シ
、胸 部X

線撮 影 ヲ行 ヒ、 其後 ノ健 康状 態 ヲ 調 査 シ3-6日 毎 二

陰 性 者 二 「ツ」反 磨 ヲ検 シ、其 陽 性 輔 化 ノ状 況 ヲ追 究 ス

ルレト共 二陰 陽 雨群 二於 ケ ル 結 核 症 ノ登 病 及 経 過 ノ 關

係 ヲ観 察 セ リ.

「ツ ベ,レク リ ン
」液 ・・傳研 製 蕉'ツ ベ ル ワ リ ン」ヲ用 ヒ

(石 炭 酸 ヲ加 ヘ ズ、其1000倍 液0.1c.Qヲ 左 上 腰 伸 側 皮

内 二注 射 シ、48時 間後 二猶 赤 浸 潤 部 ノ直径(mm)ヲ 計

リ・5--14ヲ(十)、15-24ヲL 、十十)、25以 上 ヲ(十H)ト

シ水 泡 壌 死 等 ヲ参 考 トセ リ。

然 シテi)「 ツベ ァレク リ ン 反 慮 ノ成績

ii)「 ツ」反 慮 ト胸 部 .ヒ線 所 見

Uり'ツ 」反 鷹 ノ陽性 韓 化

iv)「)}2T反 慮 ト結 核 號 病 トノ關 係
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al結 核 感 染 ト獲病 率 ノ観 察

b)「 ツ」陽 性 輔 化 ト結核 獲 病 ト ノ時 間 的 關 係

以 上 ノ各項 二就 キ テ詳 述 シ次 ノ結 論 ヲ得 タ リ。

1)新 入 當 初207名 二於 テ 「ツ」皮 内 反 磨 陽 性 卒 ・・、

43.4%ニ テ其 内 都 市 出A9者 ・・大 多 厳 陽 性(71%)ナ

ルニ.町 村 出 均 者 ・・大 多 数 陰 性 、66.59の ナ リキ。

L"i陰 性 ヨ リ陽 性 ヘ ノ輔 化 ハ勤 務年 敷 ト相 李 行 、1

1F後 ニ ノ・61%、2年 後 ニ ノ・80%、3年 後 ニ ハ92

%、4年 後 ニ ハ97%ノ 陽性 率 ヲ示 セ リ。 帥 チ病

院 生 活 二於 テ ・・稽=急 速 二 陽 性 二 輔 化 ス,レヲ見

タ リ,

:;)此 概 察 期 間 内 二 見 タ ル 結 核 獲 病 者 ・・45例 二及

ビ、 内33名 ・・陰 性 者 ニテ 占 メ、 感 染 者 ノ55%ハ

獲病 シ且 ッ豫 後 不良 ノ者 モ 多 シ。病 類 別 二・・肋 膜

炎 最 モ多 〃、肺 門 腺結 核 、 肺 結 核 、 粟 粒 結 核 、 腎

臓 結 核 ノ順 ヲ示 セ リ。

4♪ 我 國現 下 ノ女 子 青 年 ニ ノ・尚 多 数 ノ結 核 未 感 染 者

ア リ。是 等 ノウ チ初 感 績 猶 性 結 核 二罹 患 ス ル モ ノ

相 當 多数 ア ルレモ ノ ト云 フ コ トヲ得 、從 テ集 團 的生

活 ヲ螢 ム者 二 定 期 的 二1ツ ベ ノレク リ ン」検 査 ヲ行

ヒ、陰 性 者 ノ・結 核 感 染 及 獲 病 ノ危 瞼 アルレモ ノ トシ

テ監 覗 シ、以 テ結核 ノ豫 防 及 ビ獲 病/早 期 蛮 見 二

努 ムベ キ モ ノ ト信 ズ。

尚 者 者等 ハ 「從 來 「ツ」反 磨 ハ陽1ピ1三ナ ノレ時 共 意 義 ヲ認 ノ

ラ レ ンニ過 ギ ザ リキ。而 ル ニ上 述 ノ如 ク我 國 現 下 ノ青

年 二於 テ ハ結 核 未 感 染 者 爾 多 ク、是 等 ・・結 核 感 染 及 共

獲 病 ヲ招 來 ス ル危 瞼 期 二在 ノレヲ示 ス モ ノナ リ。サ レバ

此 「ツ」反 磨 ヲ集 團 的生 活 ヲ瞥 ム青 年 二實 施 シ テ、其 陰

陽 雨 群 ヲ かチ、陰性 者 二 ・・一定 期 間 毎 二本 検 査 ヲ繰 返

ン結 核 感 染 ノ有 無 ヲ追 究 シ、陽 性 二轄 化 セ ル者 ・・登 病

危 瞼 期 二入 リ シモ ノ トシテ相 當 期 間(6-12ケ 月)特 別

ノ監 硯 ヲ要 ス。仰 チ「ツ」反 磨 二依 テ結 核 感 染 ノ ミナ ラ

ズ、其 狡 病 危 瞼期 ヲ観 取 シ適 當 ノ庭 置 ヲ講 フごレバ或 程

度 迄 結 核 獲 病 ヲ豫 防 シ 得 ベ ク、 叉 本 検 査 ト「レ ン トゲ

ン」診 噺 、 赤 血 球 沈 降 速 度 測 定 、 禮 重 及 盤 温 ノ測 定 等

ヲ併 用 シ、早期 二結 核 ヲ號 見 シ ウ ルレモ ノ ト信 ズ、 此 ノ

如 キ意 床 ニ テ 「ツ ベ ノレ〃 リン」反 鷹 ノ 慮 用 範 園 ヲ喧廣張

セ ン コ ト ヲ提 唱 セ ン トス ル モ ノ ナ リ:ト 結 べ リ。

(相 澤 抄)

結 核 菌 ノ濾 過 性 型 二就 テ(實 繊 的 研 究)

曾谷 俊 爾(大 阪 讐 學 會 雑 誌 、 第32巻 、第7號)

結 核 菌 ノ濾 過 性 型 二 就 テ ・・各 方 面 二亙 リ復 試 セ ラ レ

録 【第12巻

タ,レモ猫ホ諸説紛 々トシテ蹄一スル虜無 〃、其問題ハ

爾未ダ解決 ヲ見ルレニ至ラズ、此慮 二於 テ著者ハ、結核

菌濾過液 ノ動物通過實験 ヲ試 ミ、之二因テ來ル結核性

攣化蛇 二結核菌検索ヲ追究 シ次 ノ結果 ヲ得タリ。

先ヅ第1同 試験 トシテ寒天斜面培養基 二2ケ 月間培

養 ンタルレ強力結核菌乳鮒ヲ濾過 シ、 之ヲ健康海狸30

頭 ノ皮下及腹腔内二注入 シタリ、叉第2回 試験 トシテ

肉汁培養基 一;一・-2月間號育 セシメタ,レ強力結核菌乳鋼

ヲ濾過 シ、之 ヲ健康海狸16頭 ノ皮下 二接種 シテ5日

目毎二{豊重 ヲ測 リ且一般状態 ヲ観察 シ、皮下接種獣 二

於テ・・1ケ 月目二接種部鴎淋巴腺 ヲ滅菌的摘出シ、腹

腔内二於テハ1ケ 月目二撲殺解剖 シテ脾臓、肝臓、大

網膜及腸間膜腺 ヲ探出シ.是 等内臓 ノー部及淋巴腺 ノ

大部分 ヲ乳齊肝 ナシ、二代動物 ノ皮下二拡種ス、斯ク

シテ残飴ミノ内臓及淋巴腺ハ組織標本 ヲ作 リ、皮下接種

群 ノ初代動物及二代動物ハ5日 目毎 二儂重 ヲ測定 シ

テ健康状態 ヲ灘察ンツ・2ケ 月、3ケ 月及6ク 月 二撲

段解剖 ン、共肉眼的及顯微鏡的検索 ヲ途行セ リ。

然 シテ其ノ實験成績 ヲ通覧スルレニ、接種部位及部閣淋

巴腺二攣i化ナク殆 ンド肺臓 ニノミ、結核性攣化 ヲ惹起

ンー見自然感染ノ如ク思惟セルモ、嚢二余 ガ極微量結

核菌ノ皮下、鮎眼及心内實験 二於 テ記述セルレが如ク何

レノ場合ニテモ接種菌昂=ヲ著 シク減少スルトキノ・、接

種部位及部團淋巴腺或 ハ、遠隔淋巴腺等ニハ全ク攣化

ヲ徴スルコトナク、唯稀二肺臓 ニノミ結核性病攣ヲ惹

起 ス、帥チ濾過實験 二於ケル成績・・此場合 トー致スル

モノト見ルベシト云ヘリ。

如上ノ實験ヲ各項 二亙 リ詳述 ンテ次 ノ結論6項 ヲ緊

ゲタ リ。

(1)寒 天斜面及肉汁培養基 二2ケ 月間培養le)v結 核

菌 ヲ豫 メ準備 シタル嚴正ナ,レ注意ノ下二濾過 ンタル

濾過液ヲ健康海狸 ノ皮下 二接種ス レバ共部閣淋巴腺

(1ケ 月目二摘出)ハ 米粒大乃至小豆大 二腫脹スルレモ、

組織検査上繊維性攣化或ハ乾酪攣性等ヲ認 メズ、然 レ

ドモ該海狸 ヲー定 ノ時期二撲殺剖見スルニ、極メテ稀

二輕度 ノ結核性攣化 ヲ徴スルコ トァリ。

(2)寒 天斜面培養基 二2ケ 月間培養 ノ結核菌濾過液

ヲ健康海狸 ノ腹腔内二注入 シ1ケ 月目一撲殺剖 見セ

バ腸間膜腺ハ稀二稽 く腫脹セ,レモ惹起 ヲ認メズ
、叉大

綱、脾、肝及共他諸臓器二全 ク結核性攣化ヲ徴セズ。

(3)濾 液皮下接種獣ノ部囑淋巴腺 ヲ1ケ 月目二摘出

・yテ乳齊1!トナ シ、健康海狸 ノ皮下 二二次的接種 スレバ



第2號 】 會 報 蚊 雑 報 107

肺臓、氣管枝腺及腸間膜腺二結核性攣化ヲ徴 ン且抗酸

性菌ヲ詮明ス。

(4)濾 過液腹腔内注入獣 ヲ1ケ 刀目二撲殺シ、共腸間

膜腺、大網膜、脾臓及肝臓乳渕 ヲ健康湖冥ノ皮下二二

次的接種スレバ肺臓 二結核性病攣 ヲ惹起 シ、該組織中

二抗酸性菌 ヲ謹明ス。

(5)寒 天斜面及肉汁培養基 ノ雨培養結核菌濾過液實

験所見ヲ通覧スルレニ後者ノ病攣稽 ζ強 シ。

(6)如 上 ノ結核性病攣 ノ獲現 ・・二代 目接種動物二於

テモ亦極メテ稀二之 ヲ認ムノレコトアルモ、其病攣甚ダ

微弱ナリ。最後二著者・・濾過結核菌 ノ實験 二當 リテハ

濾過結核菌 ノ動物通過第1代 目及第2代 目接種2重

要ナル意義アレコトヲ特 二高調セソトス ト結べリ。

r相澤抄)

會報 虹雑 報

O一 月中入會者

伊藤 辰治 新潟市新潟讐科大學病理學敏室内

山口叉次郎 大連市外小李島南満洲保養院内

ノく淵 重敬 東京市豊島嘔池袋四丁目四五六

縣 掬囎 棘 躰 躯 麟 の水"頂瞠 病院
石丸康太耶 紳戸市灘匠宮山町一ノ入

掩手 奉章 堺市鐵砲町ニノニ九

木村 猛明 紳奈川縣鎌倉町材木座下河原一〇〇六

井土 清秀 東京市中野匠鷺の宮一ノー〇四

大塚 文郎 千葉縣津田沼町鐵道第二聯隊

坂本 征夫 東京市本郷匠湯島三組町入○

高橋 潤二

廿日市病院

寺田 秀男

鶴崎亭次鄭

系田Jllf菱.一

山 上 茂

岡田 道三

西垣 明治

大塚三入雄

名古屋讐科大學小見科學敏室
ナ

廣島市外廿日市町

横濱市中旺本牧町四ノー吹)七九

大阪帝國大學讐學部今村内科

大阪帝國大學盤學部今村内科

大阪帝國大學讐學部今村内科

た阪帝國大學轡學部今村内科

大阪帝國大學馨學部今村内科

千葉磐科大學附罵讐院第一内科敏室

O會 員 ノ 卦

下記會員 ・計報二接ス謹 ンデ弔意 ヲ表ス. 横 山謙二郎、由利良徳、石田謹吾




